
(57)【要約】

　加入者端末機と通信をするサービング基地局と、この

サービング基地局と隣接する少なくとも一つの隣接基地

局とを含む広帯域無線通信システムで、加入者端末機の

ハンドオーバー遂行方法を提供する。該加入者端末機は

、サービング基地局及び隣接基地局からダウンリンク信

号を受信し、サービング基地局から受信されるダウンリ

ンク信号と隣接基地局から受信されるダウンリンク信号

との信号到着時間差を測定し、その測定された信号到着

時間差をサービング基地局に伝送する。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 加 入 者 端 末 機 (Ｓ Ｓ )と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 (Ｂ Ｓ )と 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣
接 す る 少 な く と も 一 つ の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 加 入 者 端 末
機 の ハ ン ド オ ー バ ー 遂 行 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 及 び 前 記 隣 接 基 地 局 か ら ダ ウ ン リ ン ク 信 号 を 受 信 す る ス テ ッ プ と
、
　 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た ダ ウ ン リ ン ク 信 号 と 前 記 隣 接 基 地 局 か ら 受 信 さ れ
た ダ ウ ン リ ン ク 信 号 と の 到 着 時 間 差 を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 測 定 さ れ た 到 着 時 間 差 を サ ー ビ ン グ 基 地 局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特
徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 到 着 時 間 差 を 反 映 し た メ ッ セ ー ジ を 通 じ て 前 記 隣 接 基 地 局 か ら 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報
を 受 信 し 、 特 定 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る こ と を 決 定 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 到 着 時 間 差 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 離 れ て い る 距 離 で 選
択 し た 基 地 局 と の 信 号 送 信 /受 信 に よ る 往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ )を 補 償 す る た め の 値 で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 往 復 時 間 遅 延 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ )は 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 の ダ ウ ン リ ン ク 信 号 の
往 復 時 間 遅 延 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ １ )と 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 の ダ ウ ン リ ン ク 信 号 と 前 記 隣
接 基 地 局 の ダ ウ ン リ ン ク 信 号 と の 到 着 時 間 差 (Ｄ Ｔ Ｐ Ａ )と を 用 い て 、 下 記 の 数 式 の よ う に
推 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
　 Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ ２ ＝ Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ １ ＋ ２ Ｄ Ｔ Ｐ Ａ
【 請 求 項 ５ 】
　 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の
隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 、 前 記 サ ー ビ
ン グ 基 地 局 か ら 、 前 記 複 数 の 隣 接 基 地 局 の う ち 、 選 択 さ れ た 一 つ の タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ ハ
ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に レ ン ジ ン グ 要 請 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 レ ン ジ ン グ 要 請 メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 と し て 、 加 入 者 端 末 機 に 割 り 当 て ら れ る 臨
時 接 続 識 別 子 (Ｃ Ｉ Ｄ )の 含 ま れ た レ ン ジ ン グ 応 答 メ ッ セ ー ジ を 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か
ら 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ の ハ ン ド オ ー バ ー を 決 定 す る と 、 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 を 通 じ て
、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 割 り 当 て ら れ た 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を 受 信 す る ス
テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 初 期 レ ン ジ ン グ を
遂 行 す る た め に 一 時 的 に 使 用 す る 接 続 識 別 子 で あ っ て 、 １ ６ ビ ッ ト か ら な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 は 、 所 定 の 時 間 ま で 前 記 割 り 当 て ら れ た 臨 時 接 続 識 別 子 を 使 用 す
る ト ラ フ ィ ッ ク 接 続 が 存 在 し な け れ ば 、 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 を 回 収 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 加 入 者 端 末 機 は 、 前 記 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト が 割 り 当 て ら れ る と 、 前 記 タ
ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 前 記 割 り 当 て ら れ た 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を 通 じ て 高 速 レ ン ジ
ン グ を 遂 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
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　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 前 記 レ ン ジ ン グ 応 答 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る と 、 前 記 サ ー ビ ン
グ 基 地 局 に 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ の ハ ン ド オ ー バ ー の た め の ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ
ー ジ を 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら ハ ン ド オ ー バ ー 応 答 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 を さ
ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の
隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 、 前 記 サ ー ビ
ン グ 基 地 局 か ら 、 前 記 複 数 の 隣 接 基 地 局 の う ち 、 選 択 さ れ た 一 つ の タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ ハ
ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た ダ ウ ン リ ン ク 信 号 に 関 連 し た タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か
ら 受 信 さ れ た ダ ウ ン リ ン ク 信 号 の 到 着 時 間 差 を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 測 定 さ れ た 到 着 時 間 差 情 報 を 用 い て 、 前 記 加 入 者 端 末 機 と 前 記 隣 接 基 地 局 と の 往 復
時 間 遅 延 を 推 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 を 含 む ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ を 、 前 記 サ ー ビ ン グ
基 地 局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 値 の 調 整 さ れ た 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を タ ー ゲ ッ
ト 基 地 局 か ら 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を 受 信 す る と 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ の ハ ン ド オ ー バ ー の
た め の 初 期 レ ン ジ ン グ を 遂 行 す る ス テ ッ プ と 、 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た ダ ウ ン リ ン ク 信 号 と 関 連 し た タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か
ら 受 信 さ れ た ダ ウ ン リ ン ク 信 号 の 到 着 時 間 遅 延 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 サ ー ビ ン グ 基
地 局 か ら 離 れ て い る 距 離 で 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 信 号 送 信 /受 信 に よ る 往 復 時 間 遅 延 (
Ｒ Ｔ Ｄ )を 補 償 す る た め の 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ )は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 と 前 記
サ ー ビ ン グ 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ １ )に 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 前 記
タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 到 着 時 間 差 (Ｄ Ｔ Ｐ Ａ )を 反 映 し て 、 下 記 の 数 式 の よ う に 計 算 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 。
　 Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ ２ ＝ Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ １ ＋ ２ Ｄ Ｔ Ｐ Ａ
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 と 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局
と の 初 期 レ ン ジ ン グ を 通 じ て 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ の 信 号 伝 送 時
に 反 映 す る 時 間 補 正 の た め に 使 用 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た 後 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 前 記 ハ ン
ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 と し て 、 前 記 加 入 者 端 末 機 に 割 り 当 て ら れ る 臨 時
接 続 識 別 子 の 含 ま れ た ハ ン ド オ ー バ ー 応 答 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ の ハ ン ド オ ー バ ー が 決 定 さ れ る と 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら
高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を 受 信 す る と 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と 前 記 臨 時 接
続 識 別 子 を 通 じ て 初 期 レ ン ジ ン グ を 遂 行 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 が 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る ハ ン ド オ ー バ ー 通 知 メ
ッ セ ー ジ を 通 じ て 前 記 加 入 者 端 末 機 を 認 知 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 が 、 前 記 認 知 さ れ た 前 記 加 入 者 端 末 機 に 対 応 す る 臨 時 接 続 識 別 子
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を 割 り 当 て 、 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 を 含 む ハ ン ド オ ー バ ー 通 知 応 答 メ ッ セ ー ジ を 、 前 記 サ ー
ビ ン グ 基 地 局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 み 、
　 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 は 、 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 応 答 メ ッ セ ー ジ を 通 じ て 、 前 記 タ ー ゲ ッ
ト 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 を 、 前 記 加 入 者 端 末 機 に 伝 送 す る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 初 期 レ ン ジ ン グ を
遂 行 す る た め に 一 時 的 に 使 用 す る 接 続 識 別 子 で あ っ て 、 １ ６ ビ ッ ト か ら な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 は 、 所 定 の 時 間 ま で 前 記 割 り 当 て ら れ た 臨 時 接 続 識 別 子 を 使 用 す
る ト ラ フ ィ ッ ク 接 続 が 存 在 し な け れ ば 、 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 を 回 収 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の
隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 、 前 記 サ ー ビ
ン グ 基 地 局 か ら 、 前 記 複 数 の 隣 接 基 地 局 の う ち 、 選 択 さ れ た 一 つ の タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ ハ
ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る 信 号 の キ ャ リ ア 対 干 渉 雑 音 比 (Ｃ Ｉ Ｎ Ｒ )を 測 定 し
、 前 記 測 定 さ れ た 結 果 値 を 所 定 の し き い 値 と 比 較 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 測 定 結 果 値 が 前 記 所 定 の し き い 値 よ り 小 さ い 場 合 、 隣 接 基 地 局 を ス キ ャ ン し 、 前 記
隣 接 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る 信 号 を 感 知 し て サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る 信 号 と 関 連 し
た キ ャ リ ア 対 干 渉 雑 音 比 及 び 信 号 到 着 時 間 差 を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 す べ て の 隣 接 基 地 局 に 関 し て ス キ ャ ン し た 後 、 前 記 測 定 さ れ た 信 号 到 着 時 間 差 を 含 む ハ
ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ を 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 、 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ に 対 応 す る ハ ン ド オ ー
バ ー 応 答 メ ッ セ ー ジ が 受 信 さ れ る と 、 ハ ン ド オ ー バ ー 指 示 メ ッ セ ー ジ を 前 記 サ ー ビ ン グ 基
地 局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ の ハ ン ド オ ー バ ー の た め に 、 信 号 到 着 時 間 差 の 反 映 さ れ た 往 復
時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ )を 用 い て 再 進 入 過 程 を 遂 行 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方
法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 信 号 到 着 時 間 差 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 離 れ て い る 距 離
で 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 信 号 送 信 /受 信 に よ る 往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ )を 補 償 す る た め
の 値 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ )は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 と 前
記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ １ )に 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 前
記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 信 号 到 着 時 間 差 (Ｄ Ｔ Ｐ Ａ )を 用 い て 、 下 記 の 数 式 の よ う に 計 算 す
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
　 Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ ２ ＝ Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ １ ＋ ２ Ｄ Ｔ Ｐ Ａ
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地
局 へ の 信 号 伝 送 時 に 反 映 す る 時 間 補 正 の た め の 時 間 補 正 値 と し て 使 用 さ れ 、 前 記 タ ー ゲ ッ
ト 基 地 局 の 前 記 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 値 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 と 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局
と の 初 期 レ ン ジ ン グ を 通 じ て 獲 得 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た 後 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 前 記 ハ ン
ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 と し て 、 前 記 加 入 者 端 末 機 に 割 り 当 て ら れ る 臨 時
接 続 識 別 子 の 含 ま れ た ハ ン ド オ ー バ ー 応 答 メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
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　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ の ハ ン ド オ ー バ ー が 決 定 さ れ る と 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら
高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を 受 信 す る と 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と 前 記 臨 時 接
続 識 別 子 を 通 じ て 初 期 レ ン ジ ン グ を 遂 行 す る ス テ ッ プ と 、 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 初 期 レ ン ジ ン グ を
遂 行 す る た め に 一 時 的 に 使 用 す る 接 続 識 別 子 で あ っ て 、 １ ６ ビ ッ ト か ら な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 加 入 者 端 末 機 と デ ー タ 通 信 を 行 う サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す
る 少 な く と も 一 つ の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 前 記 サ ー ビ ン グ
基 地 局 の ハ ン ド オ ー バ ー 支 援 方 法 で あ っ て 、
　 選 択 さ れ た 前 記 隣 接 基 地 局 及 び 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら の ダ ウ ン リ ン ク 信 号 間 の 到 着
時 間 差 を 前 記 加 入 者 端 末 で 測 定 し 、 そ の 到 着 時 間 差 を 含 む ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ
を 前 記 加 入 者 端 末 機 か ら 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 信 号 到 着 時 間 差 を 通 じ て 往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ )情 報 を 推 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 選 択 さ れ た 隣 接 基 地 局 に 前 記 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 情 報 を 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ )は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 と 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と の
往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ )と 、 前 記 到 着 時 間 差 (Ｄ Ｔ Ｐ Ａ )と を 用 い て 、 下 記 の 数 式 の よ う に 推
定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ５ に 記 載 の 方 法 。
　 Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ ２ ＝ Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ １ ＋ ２ Ｄ Ｔ Ｐ Ａ
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 加 入 者 端 末 機 と デ ー タ 通 信 を 行 う サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す
る 少 な く と も 一 つ の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 前 記 サ ー ビ ン グ
基 地 局 の ハ ン ド オ ー バ ー 支 援 方 法 で あ っ て 、
　 選 択 さ れ た 前 記 隣 接 基 地 局 と 前 記 加 入 者 端 末 機 と の 往 復 時 間 遅 延 を 前 記 加 入 者 端 末 機 で
推 定 し 、 そ の 往 復 時 間 遅 延 を 含 む ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ を 前 記 加 入 者 端 末 機 か ら
受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 選 択 さ れ た 隣 接 基 地 局 に 前 記 往 復 時 間 遅 延 情 報 を 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と
を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ )は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 と 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と の
往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ )と 、 前 記 到 着 時 間 差 (Ｄ Ｔ Ｐ Ａ )と を 用 い て 、 下 記 の 数 式 の よ う に 推
定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 方 法 。
　 Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ ２ ＝ Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ １ ＋ ２ Ｄ Ｔ Ｐ Ａ
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の
隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 の ハ ン ド オ ー
バ ー 支 援 方 法 で あ っ て 、
　 特 定 加 入 者 端 末 機 か ら ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ が 受 信 さ れ る と 、 前 記 ハ ン ド オ ー
バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ と 関 連 し た 情 報 を 用 い て ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル を 生 成 す る ス テ ッ プ
と 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た 加 入 者 端 末 機 と 関 連 し た 情 報 を 含 む ハ ン
ド オ ー バ ー 通 報 メ ッ セ ー ジ を 、 隣 接 基 地 局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 隣 接 基 地 局 か ら 、 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 通 報 メ ッ セ ー ジ に 対 応 す る ハ ン ド オ ー バ ー 通
報 応 答 メ ッ セ ー ジ が 受 信 さ れ る と 、 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 通 報 応 答 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た 情
報 を 用 い て 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル を ア ッ プ デ ー ト す る ス テ ッ プ と 、
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　 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 通 報 応 答 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た 臨 時 接 続 識 別 子 を 確 認 し て 前 記 加 入
者 端 末 機 に 適 宜 な サ ー ビ ス 水 準 を 提 供 で き る タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 を 設 定 し 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト
基 地 局 に 前 記 加 入 者 端 末 機 が ハ ン ド オ ー バ ー さ れ る こ と を 知 ら せ る ハ ン ド オ ー バ ー 確 認 メ
ッ セ ー ジ を 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 確 認 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た 後 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 の 情 報 及 び 臨
時 接 続 識 別 子 を 含 む ハ ン ド オ ー バ ー 応 答 メ ッ セ ー ジ を 、 前 記 加 入 者 端 末 機 に 伝 送 す る ス テ
ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 加 入 者 端 末 機 か ら 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 応 答 メ ッ セ ー ジ に 対 応 す る ハ ン ド オ ー バ ー 指
示 メ ッ セ ー ジ が 受 信 さ れ る と 、 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 指 示 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た 最 終 タ ー ゲ
ッ ト 基 地 局 情 報 を 用 い て 、 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル を ア ッ プ デ ー ト す る ス テ ッ プ を さ
ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が ハ ン ド オ ー バ ー の た め に 考
慮 し て い る 信 号 到 着 時 間 差 と 候 補 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 関 連 情 報 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ２ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 信 号 到 着 時 間 差 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 と 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 信 号 送 信 /受 信
に よ る 往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ )を 補 償 す る た め の 値 で あ っ て 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 は 、 前
記 信 号 到 着 時 間 差 を 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル に マ ッ ピ ン グ す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ３ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ )は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 と 前
記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ １ )に 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 前
記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 信 号 到 着 時 間 差 (Ｄ Ｔ Ｐ Ａ )を 反 映 し て 、 下 記 の 数 式 の よ う に 計 算
す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 方 法 。
　 Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ ２ ＝ Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ １ ＋ ２ Ｄ Ｔ Ｐ Ａ
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地
局 へ の 信 号 伝 送 時 に 反 映 す る 時 間 補 正 の た め の 時 間 補 正 値 と し て 使 用 さ れ 、 前 記 タ ー ゲ ッ
ト 基 地 局 の 前 記 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 値 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 と 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局
と の 初 期 レ ン ジ ン グ を 通 じ て 獲 得 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 初 期 レ ン ジ ン グ を
遂 行 す る た め に 一 時 的 に 使 用 す る 接 続 識 別 子 で あ っ て 、 １ ６ ビ ッ ト か ら こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 特 定 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複
数 の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 の ハ ン ド オ ー
バ ー 支 援 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 加 入 者 端 末 機 と 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 情 報 を 含 む ハ ン
ド オ ー バ ー 通 知 メ ッ セ ー ジ を 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 受 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 通 知 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た ハ ン ド オ ー バ ー を 要 請 す る 加 入 者 端 末 機
に 対 す る ハ ン ド オ ー バ ー を 許 容 す る か 否 か を 決 定 し 、 前 記 加 入 者 端 末 機 に 提 供 で き る 帯 域
幅 及 び サ ー ビ ス 水 準 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 決 定 さ れ た 情 報 を ハ ン ド オ ー バ ー 通 知 応 答 メ ッ セ ー ジ に 含 む 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 通
知 応 答 メ ッ セ ー ジ を 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 通 知 応 答 メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 と し て 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か
ら ハ ン ド オ ー バ ー 確 認 メ ッ セ ー ジ が 受 信 さ れ る と 、 前 記 加 入 者 端 末 機 に 、 高 速 レ ン ジ ン グ
の た め に 前 記 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 の 反 映 さ れ た 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を 割 り
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当 て る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 加 入 者 端 末 機 に 割 り 当 て ら れ る 臨 時 接 続 識 別 子 (Ｃ Ｉ Ｄ )を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 を 含 む ハ ン ド オ ー バ ー 通 知 応 答 メ ッ セ ー ジ を 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地
局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 往 復 時 間 遅 延 値 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ の 信 号 伝 送 時 に 反
映 す る 時 間 補 正 の た め の 時 間 補 正 値 と し て 使 用 さ れ 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と 前 記 加 入 者
端 末 機 と の 初 期 レ ン ジ ン グ を 通 じ て 獲 得 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 初 期 レ ン ジ ン グ を
遂 行 す る た め に 一 時 的 に 使 用 す る 接 続 識 別 子 で あ っ て 、 １ ６ ビ ッ ト か ら な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ３ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 は 、 所 定 の 時 間 ま で 前 記 割 り 当 て ら れ た 臨 時 接 続 識 別 子 を 使 用 す
る ト ラ フ ィ ッ ク 接 続 が 存 在 し な け れ ば 、 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 を 回 収 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 加 入 者 端 末 機 と 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ )は 、 前 記
加 入 者 端 末 機 と 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ １ )に 、 前 記 サ ー ビ
ン グ 基 地 局 と 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 の 往 復 時 間 差 (Ｄ Ｔ Ｐ Ａ )を 反 映 し て
、 下 記 の 数 式 の よ う に 計 算 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 方 法 。
　 Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ ２ ＝ Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ １ ＋ ２ Ｄ Ｔ Ｐ Ａ
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の
隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 、 前 記 サ ー ビ
ン グ 基 地 局 か ら 、 前 記 複 数 の 隣 接 基 地 局 の う ち 、 選 択 さ れ た 一 つ の タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ ハ
ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 と 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た 信
号 と タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た 信 号 と の 信 号 到 着 時 間 差 と に 基 づ い て 、 前 記 タ ー ゲ
ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 を 推 定 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 推 定 さ れ た 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 を 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 に
伝 送 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ の ハ ン ド オ ー バ ー を 決 定 し た 後 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 、
割 り 当 て ら れ た 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト 及 び 前 記 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 値 を 含 む
メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 対 す る 往 復 時 間 遅 延 値 は 、 下 記 の 数 式 の よ う に 計 算 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の 方 法 。
　 Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ ２ ＝ Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ １ ＋ ２ Ｄ Ｔ Ｐ Ａ
　 こ こ で 、 Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ は 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 を 示 し 、 Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ
１ は 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 を 示 し 、 Ｄ Ｔ Ｐ Ａ は 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら
受 信 さ れ た 信 号 と タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た 信 号 と の 到 着 時 間 差 を 示 す 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 到 着 時 間 差 の 計 算 に 使 用 さ れ る 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 及 び タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら
受 信 さ れ た 信 号 は 、 ダ ウ ン リ ン ク フ レ ー ム プ リ ア ン ブ ル 信 号 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ４ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た 後 、 前 記 加 入 者 端 末 機 は 、 前 記 タ ー ゲ ッ
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ト 基 地 局 か ら 割 り 当 て ら れ た 臨 時 接 続 識 別 子 の 含 ま れ た ハ ン ド オ ー バ ー 応 答 メ ッ セ ー ジ を
、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 受 信 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 加 入 者 端 末 機 は 、 前 記 割 り 当 て ら れ た 臨 時 接 続 識 別 子 を 用 い て 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地
局 と 初 期 レ ン ジ ン グ を 遂 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 は 、 前 記 加 入 者 端 末 機 が 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 初 期 レ ン ジ ン グ を
遂 行 す る た め に 一 時 的 に 使 用 す る 接 続 識 別 子 で あ っ て 、 １ ６ ビ ッ ト か ら な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ４ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 は 、 所 定 の 時 間 ま で 前 記 割 り 当 て ら れ た 臨 時 接 続 識 別 子 を 使 用 す
る ト ラ フ ィ ッ ク 接 続 が 存 在 し な け れ ば 、 前 記 臨 時 接 続 識 別 子 を 回 収 す る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ４ ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 前 記 割 り 当 て ら れ た 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を 受 信 す る と 、 前 記 加 入 者 端 末 機 は
、 前 記 割 り 当 て ら れ た 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を 通 じ て 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の
高 速 レ ン ジ ン グ を 遂 行 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の
隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 、 前 記
複 数 の 隣 接 基 地 局 の う ち 、 選 択 さ れ た 一 つ の タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す
る 加 入 者 端 末 機 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 受 信 さ れ る 信 号 と タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 受 信 さ れ る 信 号 と の
到 着 時 間 差 値 を 計 算 す る 受 信 機 と 、
　 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 及 び 前 記 受 信 機 に よ り 計 算 さ れ る 前 記 到 着 時
間 差 値 に 基 づ い て 、 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 を 推 定 す る 媒 体 接 続 制 御 (
Ｍ Ａ Ｃ )処 理 器 と 、
　 前 記 Ｍ Ａ Ｃ 処 理 器 か ら 推 定 さ れ た 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 を 、 前 記 サ
ー ビ ン グ 基 地 局 又 は タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 伝 送 す る 送 信 機 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置
。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 記 受 信 機 は 、
　 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 周 期 的 に 受 信 さ れ る 基 準 信 号 を 処 理 す る 基 準 信 号 処 理 モ ジ ュ
ー ル と 、
　 前 記 基 準 信 号 処 理 モ ジ ュ ー ル か ら 周 期 的 に 受 信 さ れ る 信 号 を 通 じ て 、 自 体 ク ロ ッ ク 情 報
を 発 生 し 、 基 準 時 間 値 を 提 供 す る タ イ ミ ン グ 生 成 モ ジ ュ ー ル と 、
　 前 記 タ イ ミ ン グ 生 成 モ ジ ュ ー ル か ら 提 供 さ れ た 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 の 基 準 信 号 到 着 時
間 と 、 前 記 基 準 信 号 処 理 モ ジ ュ ー ル か ら 提 供 さ れ た 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 の 基 準 信 号 到 着
時 間 と の 差 値 を 計 算 す る 時 間 差 演 算 モ ジ ュ ー ル と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ０ に
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 基 準 信 号 は ダ ウ ン リ ン ク フ レ ー ム プ リ ア ン ブ ル で あ り 、 前 記 基 準 信 号 処 理 モ ジ ュ ー
ル は 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 の キ ャ リ ア 対 干 渉 雑 音 比 (Ｃ Ｉ Ｎ Ｒ )を 測 定 し 、 前 記 測 定 さ れ
た 値 が 所 定 の し き い 値 以 下 と な る 場 合 、 前 記 Ｍ Ａ Ｃ 処 理 器 に 通 報 す る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ５ １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 記 基 準 信 号 処 理 モ ジ ュ ー ル は 、 周 期 的 な 基 準 信 号 の 到 着 時 間 を 、 前 記 タ イ ミ ン グ 生 成
モ ジ ュ ー ル に 通 報 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 基 準 信 号 処 理 モ ジ ュ ー ル は 、 前 記 Ｍ Ａ Ｃ 処 理 器 の ス キ ャ ン 要 請 に 対 応 し て 隣 接 基 地
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局 か ら 基 準 信 号 を 受 信 し て 処 理 し 、 ス キ ャ ン を 通 じ て 受 信 さ れ た 隣 接 基 地 局 の 基 準 信 号 到
着 時 間 を 前 記 時 間 差 演 算 モ ジ ュ ー ル に 通 報 し 、 前 記 基 準 信 号 以 後 の 受 信 デ ー タ を 高 速 フ ー
リ エ 変 換 器 に 伝 送 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 往 復 時 間 遅 延 値 は 、 前 記 時 間 差 演 算 モ ジ ュ ー ル で 信 号 到 着 時 間 差 を 通 じ て 推 定 さ れ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 対 す る 往 復 時 間 遅 延 値 は 、 下 記 の 数 式 の よ う に 計 算 す る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ５ ０ に 記 載 の 装 置 。
　 Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ ２ ＝ Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ １ ＋ ２ Ｄ Ｔ Ｐ Ａ
　 こ こ で 、 Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ は 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 を 示 し 、 Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ
１ は 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 を 示 し 、 Ｄ Ｔ Ｐ Ａ は 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら
受 信 さ れ た 信 号 と タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た 信 号 と の 到 着 時 間 差 を 示 す 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 前 記 到 着 時 間 差 の 計 算 に 使 用 さ れ る 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 及 び タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら
受 信 さ れ た 信 号 は 、 ダ ウ ン リ ン ク フ レ ー ム プ リ ア ン ブ ル 信 号 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ５ ０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 前 記 推 定 さ れ た 前 記 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 は 、 前 記 サ ー ビ ン グ 基 地 局 に
伝 送 さ れ る ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ０ に 記 載
の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に 係 り 、 特 に 、 高 速 レ ン ジ ン グ を 用 い た 速 い ハ ン ド
オ ー バ ー 遂 行 方 法 及 び 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ (Institute of Electrical and Electronics Engineers) 802.16標 準 化 グ ル ー
プ で 論 議 さ れ て い る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム は 、 基 地 局 (Base Station:Ｂ Ｓ 、 以 下 、
‘ Ｂ Ｓ ’ と 称 す る )と 加 入 者 端 末 機 (Subscriber Station:Ｓ Ｓ 、 以 下 、 ‘ Ｓ Ｓ ’ と 称 す る )
と の 間 の ポ イ ン ト ・ ツ ー ・ マ ル チ ポ イ ン ト (Point-to-Multipoint)通 信 を 遂 行 す る 。 物 理 (
Physical:Ｐ Ｈ Ｙ )階 層 規 格 は 、 二 重 化 (Duplex)方 式 の 時 間 分 割 二 重 化 (Time Division Dup
lexing:Ｔ Ｄ Ｄ )及 び 周 波 数 分 割 二 重 化 (Frequency Division Duplexing:Ｆ Ｄ Ｄ )と 、 多 重
化 方 式 の 単 一 搬 送 波 を 用 い た 時 間 分 割 多 重 化 (Time Division Multiplexing using Single
 Carrier:Ｔ Ｄ Ｍ -Ｓ Ｃ )、 直 交 周 波 数 分 割 多 重 化 (Orthogonal Frequency Division Multip
lexing:Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ )及 び 直 交 周 波 数 分 割 多 重 接 続 (Orthogonal Frequency Division Multipl
e Access:Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ )と を 定 義 し 、 こ の よ う な 様 々 な Ｐ Ｈ Ｙ 規 格 の う ち 、 共 通 に 動 作 可 能
な 媒 体 接 続 制 御 (Medium Access Control:Ｍ Ａ Ｃ )階 層 規 格 を 定 義 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 以 下 、 図 １ を 参 照 し て 従 来 の 技 術 に よ る Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ  802.16で 考 慮 さ れ て い る 通 信 シ ス テ
ム の 構 造 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 セ ル ラ ー 概 念 を 導 入 し た 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム の 構 造 を 概 略 的 に 示 し た
図 で あ り 、 特 に 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ  802.16e通 信 シ ス テ ム の 構 造 を 概 略 的 に 示 し た 図 で あ る 。
　 図 １ を 参 照 す る と 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ  802.16e通 信 シ ス テ ム は 、 セ ル ラ ー 構 造 を 有 し 、 一 つ の セ
ル を 管 理 す る Ｂ Ｓ ＃ １  １ １ ０ ,Ｂ Ｓ ＃ ２  １ ３ ０ と 、 Ｂ Ｓ ＃ １  １ １ ０ が 管 理 す る 複 数 の Ｓ
Ｓ  １ ２ ０ ａ ， １ ２ ０ ｂ ， １ ２ ０ ｃ ， １ ２ ０ ｄ と 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  １ ３ ０ が 管 理 す る 複 数 の Ｓ Ｓ
 １ ４ ０ ａ ， １ ４ ０ ｂ ， １ ４ ０ ｃ と か ら な る 。 該 Ｓ Ｓ は 、 移 動 性 に 応 じ て 固 定 加 入 者 端 末
機 (Fixed SS:Ｆ Ｓ Ｓ )と 移 動 加 入 者 端 末 機 (Mobile SS:Ｍ Ｓ Ｓ )と に 分 類 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 Ｂ Ｓ  １ １ ０ ,１ ３ ０ と Ｓ Ｓ  １ ２ ０ ａ ， １ ２ ０ ｂ ， １ ２ ０ ｃ ， １ ２ ０ ｄ ， １ ４ ０ ａ ， １
４ ０ ｂ ， １ ４ ０ ｃ と の 間 で 信 号 の 送 信 /受 信 が 発 生 す る 無 線 リ ン ク １ ５ ０ は 、 上 述 し た 様
々 な Ｐ Ｈ Ｙ 方 式 を 用 い て 実 現 さ れ る 。 ま た 、 Ｂ Ｓ  １ １ ０ と Ｂ Ｓ  １ ３ ０ は 有 線 で 互 い に 接
続 さ れ 、 そ の 相 互 間 の 情 報 を 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 Ｍ Ｓ Ｓ ＃ ４  １ ２ ０ ｄ は 、 Ｂ Ｓ ＃ １  １ １ ０ と Ｂ Ｓ ＃ ２  １ ３ ０ が そ れ ぞ れ 管 理 す
る セ ル の 重 畳 領 域 へ 移 動 し 、 Ｍ Ｓ Ｓ ＃ ４  １ ２ ０ ｄ を サ ー ビ ス し て い る Ｂ Ｓ ＃ １ (サ ー ビ ン
グ Ｂ Ｓ (Serving Ｂ Ｓ )と 称 す る )か ら Ｂ Ｓ ＃ ２ (タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ (Target Ｂ Ｓ )と 称 す る )の
方 へ 連 続 し て 移 動 す る と 、 ハ ン ド オ フ (Handoff)又 は ハ ン ド オ ー バ ー (Handover)が 発 生 す
る 。 す な わ ち 、 Ｍ Ｓ Ｓ ＃ ４  １ ２ ０ ｄ の サ ー ビ ン グ Ｂ Ｓ が Ｂ Ｓ ＃ １ か ら Ｂ Ｓ ＃ ２ に 変 わ る
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 図 ２ は 、 Ｔ Ｄ Ｄ  Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ シ ス テ ム を 一 例 と す る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム の フ レ
ー ム 構 造 を 概 略 的 に 示 し た 図 で あ る 。
　 図 ２ を 参 照 す る と 、 横 軸 は Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ シ ン ボ ル 番 号 を 示 し 、 縦 軸 は サ ブ チ ャ ン ネ ル 番 号 (s
ub-channel number)を 示 す 。 図 ２ に 示 し た よ う に 、 一 つ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ フ レ ー ム は 、 多 数 (
例 え ば 、 ６ 個 )の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ シ ン ボ ル か ら な る ダ ウ ン リ ン ク (downlink:Ｄ Ｌ )サ ブ フ レ ー ム と
、 多 数 (例 え ば 、 ５ 個 )の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ シ ン ボ ル か ら な る ア ッ プ リ ン ク (uplink:Ｕ Ｌ )サ ブ フ レ
ー ム と で 構 成 さ れ る 。 ま た 、 一 つ の Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ シ ン ボ ル は 、 多 数 (例 え ば 、 Ｍ 個 )の サ ブ チ ャ
ン ネ ル か ら な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 Ｔ Ｄ Ｄ  Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ フ レ ー ム の 各 々 は 、 ダ ウ ン /ア ッ プ リ ン ク サ ブ フ レ ー ム の 資 源
割 り 当 て 情 報 を 示 す Ｄ Ｌ -Ｍ Ａ Ｐ ２ １ ０ 及 び Ｕ Ｌ -Ｍ Ａ Ｐ ２ ２ ０ を 有 す る 。 こ こ で 、 Ｄ Ｌ -
Ｍ Ａ Ｐ メ ッ セ ー ジ は 、 ダ ウ ン リ ン ク サ ブ フ レ ー ム を 構 成 す る 資 源 が Ｓ Ｓ に ど の よ う に 割 り
当 て ら れ た か を 表 示 し 、 Ｕ Ｌ -Ｍ Ａ Ｐ メ ッ セ ー ジ は 、 ア ッ プ リ ン ク サ ブ フ レ ー ム を 構 成 す
る 資 源 が Ｓ Ｓ に ど の よ う に 割 り 当 て ら れ た か を 表 示 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 Ｔ Ｄ Ｄ  Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ フ レ ー ム は 、 ダ ウ ン リ ン ク チ ャ ン ネ ル デ ィ ス ク リ プ タ (Downli
nk Channel Descriptor:Ｄ Ｃ Ｄ )メ ッ セ ー ジ ２ ３ ０ ａ 、 ア ッ プ リ ン ク チ ャ ン ネ ル デ ィ ス ク
リ プ タ (Uplink Channel Descriptor:Ｕ Ｃ Ｄ )メ ッ セ ー ジ ２ ３ ０ ｂ 及 び 隣 接 広 告 (Neighbor 
Advertisement:Ｎ Ｂ Ｒ -Ａ Ｄ Ｖ )メ ッ セ ー ジ ２ ３ ０ ｃ を 含 む こ と が で き る が 、 そ の メ ッ セ ー
ジ は 周 期 的 に Ｔ Ｄ Ｄ  Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ フ レ ー ム に 含 ま れ 、 各 メ ッ セ ー ジ の 受 信 周 期 は 互 い に 異
な る こ と が あ る 。 Ｄ Ｃ Ｄ メ ッ セ ー ジ ２ ３ ０ ａ は 、 ダ ウ ン リ ン ク チ ャ ン ネ ル と 関 連 し た パ ラ
メ ー タ を 含 み 、 Ｕ Ｃ Ｄ メ ッ セ ー ジ ２ ３ ０ ｂ は 、 ア ッ プ リ ン ク チ ャ ン ネ ル と 関 連 し た パ ラ メ
ー タ を 含 み 、 Ｎ Ｂ Ｒ -Ａ Ｄ Ｖ メ ッ セ ー ジ ２ ３ ０ ｃ は 隣 接 基 地 局 の 情 報 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ３ は 、 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 Ｂ Ｓ と Ｓ Ｓ と の 位 置 の 差 に よ る 往 復 時
間 遅 延 (Round Trip Delay:Ｒ Ｔ Ｄ )を 補 償 す る た め の 初 期 レ ン ジ ン グ (Initial Ranging)の
手 順 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ３ を 参 照 す る と 、 Ｂ Ｓ  ３ １ ０ は 、 自 身 の 管 理 す る セ ル 領 域 か
ら 最 も 遠 い Ｓ Ｓ ＃ ｎ  ３ ３ ０ の Ｒ Ｔ Ｄ を 受 容 で き る 初 期 レ ン ジ ン グ 伝 送 機 会 の 整 数 倍 に 該
当 す る 初 期 レ ン ジ ン グ 区 間 (Initial Ranging Interval)３ １ １ を 割 り 当 て る 。 こ の と き 、
図 ３ に お い て は 、 一 つ の 初 期 レ ン ジ ン グ 伝 送 機 会 を 含 む 。 こ の 初 期 レ ン ジ ン グ 区 間 を 割 り
当 て た 後 に 、 Ｕ Ｌ -Ｍ Ａ Ｐ を 通 じ て す べ て の Ｓ Ｓ に そ の 情 報 を 放 送 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 一 方 、 初 期 レ ン ジ ン グ を 遂 行 し な け れ ば な ら な い Ｓ Ｓ 、 例 え ば 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ３ ２ ０ 及 び
Ｓ Ｓ ＃ ｎ  ３ ３ ０ は 、 Ｕ Ｌ -Ｍ Ａ Ｐ に よ り 指 定 さ れ た 初 期 レ ン ジ ン グ 区 間 ３ １ １ の 開 始 時 点
に 、 レ ン ジ ン グ 要 請 (Ranging Request:Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ )メ ッ セ ー ジ ３ ２ １ ， ３ ３ １ を 伝 送
す る 。 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 に お い て 、 Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ は 、 Ｃ Ｄ Ｍ Ａ レ ン ジ ン グ コ ー
ド を 含 む 。
【 ０ ０ １ １ 】
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　 Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ ３ ２ １ ， ３ ３ １ は 競 争 方 式 で 伝 送 さ れ る が 、 こ れ は 、 Ｂ Ｓ  ３
１ ０ か ら 同 じ 距 離 に 位 置 す る Ｓ Ｓ 群 の 場 合 、 メ ッ セ ー ジ 衝 突 を も た ら す こ と が あ る 。 し た
が っ て 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ  802.16e通 信 シ ス テ ム 規 格 で は 、 か か る 問 題 点 に 鑑 み て Ｓ Ｓ が 伝 送 機 会
を ラ ン ダ ム に 決 定 し た 後 に 、 Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る よ う に 規 定 す る 。 ま た
、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 で は 、 伝 送 機 会 の み な ら ず 、 レ ン ジ ン グ コ ー ド も 一 定 な 集 合 か ら ラ ン ダ
ム に 選 択 し た 後 に 伝 送 す る よ う に 規 定 す る こ と に よ っ て 、 メ ッ セ ー ジ 衝 突 を 低 減 す る 。 し
か し な が ら 、 Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ 方 式 で は 依 然 と し て メ ッ セ ー ジ の 衝 突 が 生 ず る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 一 方 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ３ ２ ０ 及 び Ｓ Ｓ ＃ ｎ  ３ ３ ０ は 、 Ｂ Ｓ  ３ １ ０ か ら 離 れ て い る 位 置 の 差
に よ っ て Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ 衝 突 が 発 生 し な く な る 。 し た が っ て 、 Ｂ Ｓ  ３ １ ０ は 、 伝 送 さ れ た
Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 成 功 的 に 受 信 す る 。 こ の と き 、 Ｂ Ｓ  ３ １ ０ は 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ３
２ ０ か ら 伝 送 さ れ た Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ ３ ２ １ の 受 信 時 点 と 、 初 期 レ ン ジ ン グ 区 間
３ １ １ の 開 始 時 点 と の 時 間 差 を 計 算 す る こ と に よ り 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ３ ２ ０ の Ｒ Ｔ Ｄ 値 ３ １ ２
ａ を 測 定 す る こ と が で き 、 ま た 、 Ｓ Ｓ ＃ ｎ  ３ ３ ０ か ら 伝 送 さ れ た Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー
ジ ３ ３ １ の 受 信 時 点 と 、 初 期 レ ン ジ ン グ 区 間 ３ １ １ の 開 始 時 点 と の 時 間 差 を 計 算 す る こ と
に よ っ て 、 Ｓ Ｓ ＃ ｎ  ３ ３ ０ の Ｒ Ｔ Ｄ 値 ３ １ ２ ｂ を 測 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 Ｂ Ｓ  ３ １ ０ は 、 そ の 測 定 さ れ た Ｒ Ｔ Ｄ 値 を 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ３ ２ ０ 及 び Ｓ Ｓ ＃ ｎ  ３ ３ ０ に
、 レ ン ジ ン グ 応 答 (Ranging Response:Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｓ Ｐ )メ ッ セ ー ジ ３ ２ ２ ,３ ３ ２ を 通 じ て
通 報 す る こ と に よ り 、 各 々 の Ｓ Ｓ  ３ ２ ０ ,３ ３ ０ に ア ッ プ リ ン ク 伝 送 時 点 を 調 整 せ し め る
。 こ の よ う な 過 程 は 、 Ｓ Ｓ  ３ ２ ０ ,３ ３ ０ の ア ッ プ リ ン ク 伝 送 時 点 が 、 Ｂ Ｓ に よ り 規 定 さ
れ る 範 囲 内 に 到 達 す る ま で 、 反 復 さ れ る 。 こ の と き 、 Ｂ Ｓ は 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ３ ２ ０ 及 び Ｓ Ｓ
＃ ｎ  ３ ３ ０ に ア ッ プ リ ン ク 資 源 を 割 り 当 て る た め 、 次 の Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ 伝 送 は 非 競 争 方 式
に 基 づ い て 遂 行 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ は 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ  802.16e通 信 シ ス テ ム 規 格 に 応 じ る Ｍ Ｓ Ｓ の 初 期 ネ ッ ト ワ ー ク 進 入 及
び ハ ン ド オ ー バ ー 手 順 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ４ を 参 照 す る と 、 Ｍ Ｓ Ｓ は 、 電 源 を オ ン さ せ
た 後 に セ ル 選 択 過 程 を 最 初 に 遂 行 す る (ス テ ッ プ ４ ０ １ )。 該 セ ル 選 択 過 程 は 、 ア ッ プ /ダ
ウ ン リ ン ク チ ャ ン ネ ル の 品 質 測 定 過 程 で あ っ て 、 ダ ウ ン リ ン ク の 場 合 に は 、 Ｄ Ｌ /Ｕ Ｌ -Ｍ
Ａ Ｐ メ ッ セ ー ジ 及 び Ｄ Ｃ Ｄ /Ｕ Ｃ Ｄ メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る 過 程 を 含 み 、 ア ッ プ リ ン ク の 場
合 に は 、 初 期 レ ン ジ ン グ 過 程 を 含 む 。 ま た 、 Ｍ Ｓ Ｓ は 、 セ ル 選 択 過 程 で 収 集 さ れ た 複 数 の
セ ル 情 報 を 記 録 し て 今 後 に 使 用 し 、 そ の セ ル の う ち 、 最 も 良 好 な ア ッ プ /ダ ウ ン リ ン ク 品
質 を 提 供 す る セ ル を 選 択 し て 後 述 す る ネ ッ ト ワ ー ク 進 入 過 程 を 遂 行 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 セ ル 選 択 を 完 了 し た 後 、 Ｍ Ｓ Ｓ は 、 選 択 さ れ た セ ル の Ｂ Ｓ が 提 供 す る ダ ウ ン リ ン ク に 同
期 を 合 わ せ 、 受 信 パ ラ メ ー タ を 獲 得 す る 手 順 を 遂 行 す る (ス テ ッ プ ４ ０ ３ )。 該 パ ラ メ ー タ
獲 得 手 順 は 、 Ｄ Ｌ -Ｍ Ａ Ｐ を 連 続 し て 受 信 し 、 関 連 し た Ｄ Ｃ Ｄ メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る 過 程
か ら な る 。 上 述 し た よ う に 、 ダ ウ ン リ ン ク に 同 期 を 合 わ せ た 後 に 、 Ｍ Ｓ Ｓ は 、 可 能 な ア ッ
プ リ ン ク チ ャ ン ネ ル に 対 す る 伝 送 パ ラ メ ー タ を 獲 得 す る た め に 、 Ｂ Ｓ か ら Ｕ Ｃ Ｄ メ ッ セ ー
ジ を 受 信 し な け れ ば な ら な い (ス テ ッ プ ４ ０ ５ )。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ア ッ プ リ ン ク パ ラ メ ー タ を 獲 得 し た Ｍ Ｓ Ｓ は 、 初 期 レ ン ジ ン グ 過 程 を 通 じ て 時 間 オ フ セ
ッ ト (time offset)、 周 波 数 オ フ セ ッ ト 及 び 電 力 オ フ セ ッ ト の よ う な ア ッ プ リ ン ク 伝 送 パ
ラ メ ー タ を 調 整 す る (ス テ ッ プ ４ ０ ７ )。 こ の 初 期 レ ン ジ ン グ 手 順 を 遂 行 し な が ら 、 Ｍ Ｓ Ｓ
は 、 基 地 局 か ら 、 今 後 の 制 御 メ ッ セ ー ジ の 送 信 /受 信 に 用 い ら れ る 接 続 識 別 子 (Connection
 Identifier:Ｃ Ｉ Ｄ )を 割 り 当 て ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う な 初 期 レ ン ジ ン グ が 完 了 し た 後 に 、 Ｍ Ｓ Ｓ は 自 身 の ト ラ フ ィ ッ ク 送 信 /受 信 能
力 を Ｂ Ｓ に 通 報 し 、 該 Ｂ Ｓ は 、 Ｍ Ｓ Ｓ の 情 報 及 び 自 身 の 送 信 /受 信 能 力 に 基 づ く 、 今 後 の
Ｍ Ｓ Ｓ -Ｂ Ｓ ト ラ フ ィ ッ ク 送 信 /受 信 能 力 を Ｍ Ｓ Ｓ に メ ッ セ ー ジ を 通 じ て 通 報 す る こ と に よ
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り 、 基 本 的 な 容 量 交 渉 手 順 を 遂 行 す る (ス テ ッ プ ４ ０ ９ )。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 容 量 交 渉 手 順 を 遂 行 し た Ｍ Ｓ Ｓ は 、 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ  802.16標 準 化 グ ル ー プ で 規 定 し て い
る 手 順 に 応 じ て 、 Ｂ Ｓ と 認 可 (authorization)及 び キ ー 交 換 (key exchange)を 遂 行 し な け
れ ば な ら な い (ス テ ッ プ ４ １ １ )。 こ の 認 可 及 び キ ー 交 換 を 完 了 し た Ｍ Ｓ Ｓ は 、 Ｂ Ｓ か ら 制
御 目 的 の 追 加 Ｃ Ｉ Ｄ を 割 り 当 て ら れ て そ の Ｂ Ｓ を 登 録 す る (ス テ ッ プ ４ １ ３ )。 こ の よ う な
Ｂ Ｓ と の 登 録 を 完 了 し た Ｍ Ｓ Ｓ は 、 ト ラ フ ィ ッ ク 送 信 /受 信 の た め の Ｉ Ｐ ア ド レ ス を 割 り
当 て ら れ た 後 に (ス テ ッ プ ４ １ ５ )、 シ ス テ ム の 時 間 設 定 及 び シ ス テ ム 動 作 パ ラ メ ー タ を 獲
得 す る 過 程 を 遂 行 す る (ス テ ッ プ ４ １ ７ )。 そ の 後 、 各 サ ー ビ ス フ ロ ー (service flow)に 対
す る ト ラ フ ィ ッ ク 送 信 /受 信 に 用 い ら れ る 追 加 Ｃ Ｉ Ｄ を 割 り 当 て ら れ た 後 に (ス テ ッ プ ４ １
９ )、 ト ラ フ ィ ッ ク 送 信 /受 信 を 遂 行 す る 正 常 モ ー ド に 到 達 す る と 、 ネ ッ ト ワ ー ク 進 入 手 順
を 終 了 す る (ス テ ッ プ ４ ２ ３ )。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う な 正 常 モ ー ド で 、 ト ラ フ ィ ッ ク の 送 信 /受 信 が 可 能 な Ｍ Ｓ Ｓ は 、 ア ッ プ リ ン ク
の 同 期 及 び 伝 送 パ ラ メ ー タ の 維 持 /補 正 の た め に 、 Ｂ Ｓ と 交 渉 さ れ た 時 間 間 隔 で 周 期 的 な
レ ン ジ ン グ を 遂 行 す る 必 要 が あ る 。 ま た 、 Ｍ Ｓ Ｓ は 、 Ｂ Ｓ の 支 援 で ネ ッ ト ワ ー ク ト ポ ロ ジ
ー (Network topology)を 獲 得 し な け れ ば な ら な い (ス テ ッ プ ４ ２ １ )。 こ れ は 、 ハ ン ド オ ー
バ ー の 際 に よ り 速 い ネ ッ ト ワ ー ク 再 進 入 過 程 を 可 能 に す る 。 こ の ネ ッ ト ワ ー ク ト ポ ロ ジ ー
獲 得 (ス テ ッ プ ４ ２ １ )は 、 上 記 Ｂ Ｓ に よ る 隣 接 Ｂ Ｓ 情 報 の 周 期 的 な 放 送 を 通 じ て 達 成 さ れ
る 。 こ の と き 、 上 記 Ｂ Ｓ に よ る 隣 接 Ｂ Ｓ 情 報 の 放 送 は 、 Ｎ Ｂ Ｒ -Ａ Ｄ Ｖ メ ッ セ ー ジ の 伝 送
を 通 じ て な さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 一 方 、 Ｍ Ｓ Ｓ は 、 Ｂ Ｓ 、 す な わ ち 、 サ ー ビ ン グ Ｂ Ｓ か ら 伝 送 さ れ る ダ ウ ン リ ン ク 信 号 の
強 さ が 、 規 定 さ れ た し き い 値 以 下 に な る と 、 Ｎ Ｂ Ｒ -Ａ Ｄ Ｖ メ ッ セ ー ジ を 通 じ て 獲 得 し た
周 辺 Ｂ Ｓ の 情 報 を 用 い て 、 新 た な サ ー ビ ン グ Ｂ Ｓ と し て の 役 割 を 遂 行 す る Ｂ Ｓ 、 す な わ ち
、 タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ を 検 索 す る 。 こ の と き 、 Ｍ Ｓ Ｓ は 、 候 補 タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ の ダ ウ ン リ ン ク
信 号 の 強 さ の み を 測 定 す る か 、 ダ ウ ン リ ン ク 信 号 の 強 さ 測 定 と 候 補 タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ に Ｒ Ｎ
Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る こ と も で き る 。 以 下 の 説 明 で は 、 前 者 の 場 合 、 す な わ ち
、 タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ か ら ダ ウ ン リ ン ク 信 号 の 強 さ の み を 測 定 す る 場 合 を 受 動 的 ス キ ャ ン (Pas
sive Scanning)と 称 し 、 後 者 の 場 合 、 す な わ ち 、 ダ ウ ン リ ン ク 信 号 の 強 さ 測 定 及 び Ｒ Ｎ Ｇ
-Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る 場 合 を 能 動 的 ス キ ャ ン (Active Scanning)と 称 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の よ う な 能 動 的 ス キ ャ ン を 通 じ て 伝 送 さ れ た Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た 候
補 タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ は 、 Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｓ Ｐ 伝 送 を 通 じ て ア ッ プ リ ン ク パ ラ メ ー タ 調 整 値 と 推 定
さ れ た サ ー ビ ス レ ベ ル と を Ｍ Ｓ Ｓ に 提 供 す る 。 こ の Ｍ Ｓ Ｓ は 、 サ ー ビ ン グ Ｂ Ｓ の ダ ウ ン リ
ン ク 信 号 強 さ が 、 ス キ ャ ン 過 程 を 通 じ て 収 集 さ れ た 候 補 タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ の 信 号 強 さ よ り 小
さ い 場 合 、 サ ー ビ ン グ Ｂ Ｓ に ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 (Handover Request:Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ )メ ッ セ
ー ジ を 伝 送 し て ハ ン ド オ ー バ ー を 始 め る (ス テ ッ プ ４ ２ ５ )。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 際 、 Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ は 、 複 数 の 候 補 タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ 情 報 を 含 む こ と が で き
る 。 こ の Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た サ ー ビ ン グ Ｂ Ｓ は 、 該 候 補 タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ と
情 報 交 換 を 通 じ て 最 適 の タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ を 決 定 し 、 選 択 さ れ た 最 適 の タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ を ハ
ン ド オ ー バ ー 応 答 (Handover Response:Ｈ Ｏ -Ｒ Ｓ Ｐ )メ ッ セ ー ジ を 通 じ て Ｍ Ｓ Ｓ に 通 報 す
る 。 Ｈ Ｏ -Ｒ Ｓ Ｐ メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た Ｍ Ｓ Ｓ は 、 ハ ン ド オ ー バ ー 指 示 (Handover Indicat
ion:Ｈ Ｏ -Ｉ Ｎ Ｄ )メ ッ セ ー ジ を サ ー ビ ン グ Ｂ Ｓ に 通 報 し 、 そ の サ ー ビ ン グ Ｂ Ｓ は 、 Ｈ Ｏ -
Ｉ Ｎ Ｄ メ ッ セ ー ジ の 受 信 時 に 、 Ｍ Ｓ Ｓ に 割 り 当 て た す べ て の シ ス テ ム 資 源 を 回 収 す る (ス
テ ッ プ ４ ２ ７ )。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 Ｍ Ｓ Ｓ は 、 タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ か ら の ダ ウ ン リ ン ク に 同 期 を 合 わ せ 、 関 連 パ ラ メ ー タ を
獲 得 す る 過 程 を 始 め て タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ へ の ネ ッ ト ワ ー ク 再 進 入 過 程 (ス テ ッ プ ４ ３ １ )を 開

10

20

30

40

50

(12) JP 2007-522759 A 2007.8.9



始 す る 。 そ の 後 、 Ｍ Ｓ Ｓ は 、 ダ ウ ン リ ン ク パ ラ メ ー タ 獲 得 (ス テ ッ プ ４ ３ ３ )及 び レ ン ジ ン
グ 手 順 (ス テ ッ プ ４ ３ ５ )に よ る ア ッ プ リ ン ク パ ラ メ ー タ 調 整 (ス テ ッ プ ４ ３ ７ )過 程 を 遂 行
す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ア ッ プ リ ン ク パ ラ メ ー タ を 成 功 的 に 調 整 し た Ｍ Ｓ Ｓ は 、 新 た な サ ー ビ ン グ Ｂ Ｓ と 認 可 過
程 (ス テ ッ プ ４ ３ ９ )を 遂 行 し た 後 に 、 新 た な サ ー ビ ン グ Ｂ Ｓ と の 登 録 過 程 を 遂 行 し て Ｍ Ａ
Ｃ レ ベ ル の 接 続 を 設 定 す る (ス テ ッ プ ４ ４ １ )。 こ れ に よ り 、 Ｍ Ｓ Ｓ は 、 新 た な サ ー ビ ン グ
Ｂ Ｓ と 正 常 的 な デ ー タ 送 信 /受 信 を 遂 行 す る こ と が で き 、 今 後 の 過 程 で 新 た な Ｉ Ｐ ア ド レ
ス を 割 り 当 て ら れ る こ と が 可 能 と な る (ス テ ッ プ ４ ４ ３ )。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 し た よ う に 、 従 来 の 技 術 で は 、 Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ に 対 す る 応 答 と し て 、 Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｓ Ｐ
を 伝 送 し な が ら 、 該 当 Ｓ Ｓ に Ｃ Ｉ Ｄ を 割 り 当 て る こ と が で き 、 今 後 の Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ
セ ー ジ の 競 争 の な い 伝 送 の た め に 、 ア ッ プ リ ン ク 資 源 を 割 り 当 て る こ と も で き る 。 こ の と
き 、 セ ル 選 択 及 び ネ ッ ト ワ ー ク ト ポ ロ ジ ー 獲 得 を 目 的 と す る Ｓ Ｓ に は 、 こ の よ う な 資 源 が
不 必 要 で あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 従 来 の 技 術 の 問 題 点 は 、 ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る Ｓ Ｓ が 、 ネ ッ ト ワ ー ク ト ポ ロ ジ ー 獲
得 過 程 又 は ネ ッ ト ワ ー ク 再 進 入 過 程 で 、 競 争 方 式 の レ ン ジ ン グ 伝 送 を 行 わ な け れ ば な ら な
い こ と で あ る 。 こ れ は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 資 源 の 浪 費 の み な ら ず 、 思 い が け な い 相 当 な 遅 延 を
も た ら す こ と が あ り 、 ハ ン ド オ ー バ ー を 試 み る Ｓ Ｓ サ ー ビ ス ト ラ フ ィ ッ ク の 品 質 劣 化 に も
直 接 的 な 原 因 と な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 従 来 の 方 法 で は 、 タ ー ゲ ッ ト Ｂ Ｓ が 高 速 レ ン ジ ン グ の た め の 情 報 エ レ メ ン ト を 割
り 当 て る と き 、 上 述 し た よ う な 最 大 往 復 遅 延 時 間 値 を 受 容 で き る 資 源 割 り 当 て が 要 求 さ れ
る こ と に よ り 、 資 源 の 非 効 率 的 な 使 用 を も た ら し 、 ス キ ャ ン 過 程 で 発 生 す る 競 争 方 式 の レ
ン ジ ン グ 要 請 に よ っ て も 、 相 当 な 遅 延 が 生 ず る と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 セ ル ラ ー 方 式 を 用 い る 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お
い て 、 レ ン ジ ン グ 過 程 を よ り 効 果 的 に 運 用 で き る 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 ハ ン ド オ ー バ ー の た め の
ス キ ャ ン の 際 に 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 割 り 当 て ら れ た 臨 時 接 続 識 別 子 を 受 信 す る こ と に
よ り 、 ハ ン ド オ ー バ ー を よ り 迅 速 に 行 え る 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の ま た 他 の 目 的 は 、 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 加 入 者 端 末 機 が ハ ン
ド オ ー バ ー の 際 に 要 求 さ れ る タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 対 す る 往 復 時 間 遅 延 値 を 効 果 的 に 推 定 す
る こ と に よ り 、 ハ ン ド オ ー バ ー を よ り 迅 速 に 行 え る 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 広 帯 域 無 線 接 続 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 ハ ン ド オ ー バ ー
の 際 に 、 短 い 長 さ の 接 続 識 別 子 に 基 づ い て タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と 高 速 レ ン ジ ン グ を 遂 行 す る
こ と に よ り 、 ハ ン ド オ ー バ ー を よ り 迅 速 に 行 え る 方 法 及 び 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 に よ れ ば 、 加 入 者 端 末 機 (Ｓ Ｓ )
と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 (Ｂ Ｓ )と 、 そ の サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 少 な く と も 一 つ
の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る 加 入 者 端 末 機 の ハ ン ド オ ー バ ー 遂
行 方 法 で あ っ て 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 及 び 隣 接 基 地 局 か ら ダ ウ ン リ ン ク 信 号 を 受 信 す る ス テ
ッ プ と 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た ダ ウ ン リ ン ク 信 号 と 隣 接 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た
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ダ ウ ン リ ン ク 信 号 と の 到 着 時 間 差 を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、 そ の 測 定 さ れ た 到 着 時 間 差 を サ
ー ビ ン グ 基 地 局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 特 徴 に よ れ ば 、 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 そ の サ ー
ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 加
入 者 端 末 機 が 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 、 複 数 の 隣 接 基 地 局 の う ち 、 選 択 さ れ た 一 つ の タ ー
ゲ ッ ト 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る 方 法 で あ っ て 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に レ ン ジ ン グ
要 請 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 レ ン ジ ン グ 要 請 メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 と し て 、
加 入 者 端 末 機 に 割 り 当 て ら れ る 臨 時 接 続 識 別 子 (Ｃ Ｉ Ｄ )の 含 ま れ た レ ン ジ ン グ 応 答 メ ッ セ
ー ジ を 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ の ハ ン ド オ ー バ
ー を 決 定 す る と 、 臨 時 接 続 識 別 子 を 通 じ て 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 割 り 当 て ら れ た 高 速 レ
ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ３ の 特 徴 に よ れ ば 、 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 そ の サ ー
ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 加
入 者 端 末 機 が 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 、 複 数 の 隣 接 基 地 局 の う ち 、 選 択 さ れ た 一 つ の タ ー
ゲ ッ ト 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る 方 法 で あ っ て 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 受 信 さ れ
た ダ ウ ン リ ン ク 信 号 に 関 連 し た タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た ダ ウ ン リ ン ク 信 号 の 到 着
時 間 差 を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、 測 定 さ れ た 到 着 時 間 差 情 報 を 用 い て 、 加 入 者 端 末 機 と 隣 接
基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 を 推 定 す る ス テ ッ プ と 、 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 を 含 む ハ ン ド オ
ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ を 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 発 明 の 第 ４ の 特 徴 に よ れ ば 、 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 そ の サ ー
ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 加
入 者 端 末 機 が 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 、 複 数 の 隣 接 基 地 局 の う ち 、 選 択 さ れ た 一 つ の タ ー
ゲ ッ ト 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る 方 法 で あ っ て 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ
る 信 号 の キ ャ リ ア 対 干 渉 雑 音 比 (Ｃ Ｉ Ｎ Ｒ )を 測 定 し 、 そ の 測 定 さ れ た 結 果 値 を 所 定 の し き
い 値 と 比 較 す る ス テ ッ プ と 、 測 定 結 果 値 が 所 定 の し き い 値 よ り 小 さ い 場 合 、 隣 接 基 地 局 を
ス キ ャ ン し 、 該 隣 接 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る 信 号 を 感 知 し て サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ
る 信 号 と 関 連 し た キ ャ リ ア 対 干 渉 雑 音 比 及 び 信 号 到 着 時 間 差 を 測 定 す る ス テ ッ プ と 、 す べ
て の 隣 接 基 地 局 に 関 し て ス キ ャ ン し た 後 、 測 定 さ れ た 信 号 到 着 時 間 差 を 含 む ハ ン ド オ ー バ
ー 要 請 メ ッ セ ー ジ を 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 該 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら
、 ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ に 対 応 す る ハ ン ド オ ー バ ー 応 答 メ ッ セ ー ジ が 受 信 さ れ る
と 、 ハ ン ド オ ー バ ー 指 示 メ ッ セ ー ジ を サ ー ビ ン グ 基 地 局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 タ ー ゲ ッ
ト 基 地 局 へ の ハ ン ド オ ー バ ー の た め に 、 信 号 到 着 時 間 差 の 反 映 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ
Ｄ )を 用 い て 再 進 入 過 程 を 遂 行 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ５ の 特 徴 に よ れ ば 、 加 入 者 端 末 機 と デ ー タ 通 信 を 行 う サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、
そ の サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 少 な く と も 一 つ の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ
ス テ ム に お け る サ ー ビ ン グ 基 地 局 の ハ ン ド オ ー バ ー 支 援 方 法 で あ っ て 、 選 択 さ れ た 隣 接 基
地 局 及 び サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら の ダ ウ ン リ ン ク 信 号 間 の 到 着 時 間 差 を 加 入 者 端 末 で 測 定 し
、 そ の 到 着 時 間 差 を 含 む ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ を 加 入 者 端 末 機 か ら 受 信 す る ス テ
ッ プ と 、 該 信 号 到 着 時 間 差 を 通 じ て 往 復 時 間 遅 延 (Ｒ Ｔ Ｄ )情 報 を 推 定 す る ス テ ッ プ と 、 選
択 さ れ た 隣 接 基 地 局 に 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 情 報 を 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を
特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 第 ６ の 特 徴 に よ れ ば 、 加 入 者 端 末 機 と デ ー タ 通 信 を 行 う サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、
そ の サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 少 な く と も 一 つ の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ
ス テ ム に お け る サ ー ビ ン グ 基 地 局 の ハ ン ド オ ー バ ー 支 援 方 法 で あ っ て 、 選 択 さ れ た 隣 接 基
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地 局 と 加 入 者 端 末 機 と の 往 復 時 間 遅 延 を 加 入 者 端 末 機 で 推 定 し 、 そ の 往 復 時 間 遅 延 を 含 む
ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ を 加 入 者 端 末 機 か ら 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 そ の 選 択 さ れ た
隣 接 基 地 局 に 往 復 時 間 遅 延 情 報 を 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ７ の 特 徴 に よ れ ば 、 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 そ の サ ー
ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る サ ー
ビ ン グ 基 地 局 の ハ ン ド オ ー バ ー 支 援 方 法 で あ っ て 、 特 定 加 入 者 端 末 機 か ら ハ ン ド オ ー バ ー
要 請 メ ッ セ ー ジ が 受 信 さ れ る と 、 ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ と 関 連 し た 情 報 を 用 い て
ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、 ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 し
た 加 入 者 端 末 機 と 関 連 し た 情 報 を 含 む ハ ン ド オ ー バ ー 通 報 メ ッ セ ー ジ を 、 隣 接 基 地 局 に 伝
送 す る ス テ ッ プ と 、 そ の 隣 接 基 地 局 か ら 、 ハ ン ド オ ー バ ー 通 報 メ ッ セ ー ジ に 対 応 す る ハ ン
ド オ ー バ ー 通 報 応 答 メ ッ セ ー ジ が 受 信 さ れ る と 、 ハ ン ド オ ー バ ー 通 報 応 答 メ ッ セ ー ジ に 含
ま れ た 情 報 を 用 い て ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル を ア ッ プ デ ー ト す る ス テ ッ プ と 、 該 ハ ン ド オ
ー バ ー 通 報 応 答 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た 臨 時 接 続 識 別 子 を 確 認 し て 加 入 者 端 末 機 に 適 宜 な サ
ー ビ ス 水 準 を 提 供 で き る タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 を 設 定 し 、 そ の タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 加 入 者 端 末
機 が ハ ン ド オ ー バ ー さ れ る こ と を 知 ら せ る ハ ン ド オ ー バ ー 確 認 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る ス テ
ッ プ と 、 ハ ン ド オ ー バ ー 確 認 メ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た 後 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 の 情 報 及 び 臨 時
接 続 識 別 子 を 含 む ハ ン ド オ ー バ ー 応 答 メ ッ セ ー ジ を 、 加 入 者 端 末 機 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と
、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 の 第 ８ の 特 徴 に よ れ ば 、 特 定 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 そ の
サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お け る
タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 の ハ ン ド オ ー バ ー 支 援 方 法 で あ っ て 、 加 入 者 端 末 機 と タ ー ゲ ッ ト 基 地 局
と の 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 情 報 を 含 む ハ ン ド オ ー バ ー 通 知 メ ッ セ ー ジ を 、 サ ー ビ ン グ 基
地 局 か ら 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 ハ ン ド オ ー バ ー 通 知 メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た ハ ン ド オ ー バ ー
を 要 請 す る 加 入 者 端 末 機 に 対 す る ハ ン ド オ ー バ ー を 許 容 す る か 否 か を 決 定 し 、 加 入 者 端 末
機 に 提 供 で き る 帯 域 幅 及 び サ ー ビ ス 水 準 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、 そ の 決 定 さ れ た 情 報 を ハ
ン ド オ ー バ ー 通 知 応 答 メ ッ セ ー ジ に 含 む ハ ン ド オ ー バ ー 通 知 応 答 メ ッ セ ー ジ を 、 サ ー ビ ン
グ 基 地 局 に 伝 送 す る ス テ ッ プ と 、 ハ ン ド オ ー バ ー 通 知 応 答 メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 と し て
、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら ハ ン ド オ ー バ ー 確 認 メ ッ セ ー ジ が 受 信 さ れ る と 、 加 入 者 端 末 機 に
、 高 速 レ ン ジ ン グ の た め に 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 の 反 映 さ れ た 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ
メ ン ト を 割 り 当 て る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 発 明 の 第 ９ の 特 徴 に よ れ ば 、 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 そ の サ ー
ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 加
入 者 端 末 機 が 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 、 複 数 の 隣 接 基 地 局 の う ち 、 選 択 さ れ た 一 つ の タ ー
ゲ ッ ト 基 地 局 へ ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る 方 法 で あ っ て 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 と の 往 復 時 間
遅 延 値 と 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た 信 号 と タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 受 信 さ れ た 信 号
と の 信 号 到 着 時 間 差 と に 基 づ い て 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 を 推 定 す る ス テ
ッ プ と 、 推 定 さ れ た タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 を 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 に 伝 送 す
る ス テ ッ プ と 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ の ハ ン ド オ ー バ ー を 決 定 し た 後 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か
ら 、 割 り 当 て ら れ た 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト 及 び 推 定 さ れ た 往 復 時 間 遅 延 値 を 含 む
メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ ０ の 特 徴 に よ れ ば 、 加 入 者 端 末 機 と 通 信 す る サ ー ビ ン グ 基 地 局 と 、 そ の サ
ー ビ ン グ 基 地 局 と 隣 接 す る 複 数 の 隣 接 基 地 局 と を 含 む 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、
サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 、 複 数 の 隣 接 基 地 局 の う ち 、 選 択 さ れ た 一 つ の タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ
ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る 加 入 者 端 末 機 装 置 で あ っ て 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 受 信 さ れ る
信 号 と タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 受 信 さ れ る 信 号 と の 到 着 時 間 差 値 を 計 算 す る 受 信 機 と 、 サ ー
ビ ン グ 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 及 び 受 信 機 に よ り 計 算 さ れ る 到 着 時 間 差 値 に 基 づ い て 、
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タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 を 推 定 す る 媒 体 接 続 制 御 (Ｍ Ａ Ｃ )処 理 器 と 、 Ｍ Ａ Ｃ
処 理 器 か ら 推 定 さ れ た タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 往 復 時 間 遅 延 値 を 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 又 は タ
ー ゲ ッ ト 基 地 局 に 伝 送 す る 送 信 機 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 は 、 ハ ン ド オ ー バ ー の 際 に 、 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を
割 り 当 て る 基 地 局 が 、 該 当 加 入 者 端 末 機 の ４ ８ ビ ッ ト Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス の 代 わ り に 、 １ ６ ビ
ッ ト Ｃ Ｉ Ｄ を 使 用 す る よ う に し て 、 無 線 資 源 の 使 用 効 率 を 高 め る 。 ま た 、 本 発 明 に よ る 間
接 的 初 期 レ ン ジ ン グ (Ｉ Ｉ Ｒ )方 案 は 、 ス キ ャ ン 過 程 で 、 加 入 者 端 末 機 が 新 た な 基 地 局 の Ｄ
Ｆ Ｐ の み を 受 信 し 、 こ れ に 基 づ い て 推 定 可 能 な 新 た な 基 地 局 ま で の Ｒ Ｔ Ｄ 値 を 、 サ ー ビ ン
グ 基 地 局 を 通 じ て 新 た な 基 地 局 に 通 報 す る こ と に よ り 、 ス キ ャ ン オ ー バ ー ヘ ッ ド 及 び 遅 延
を 最 小 化 し 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 が 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト 割 り 当 て を 資 源 効 率 よ く
遂 行 す る よ う に す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 好 適 な 実 施 形 態 に つ い て 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 、 詳 細 に 説 明 す る 。 下
記 の 説 明 に お い て 、 本 発 明 の 要 旨 の み を 明 瞭 に す る た め に 、 関 連 し た 公 知 の 機 能 や 構 成 に
つ い て の 具 体 的 な 説 明 は 、 適 宜 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ン ド オ ー バ ー の 際 に 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と の 初 期 レ ン ジ ン グ 過 程 に か か る
時 間 遅 延 を 低 減 す る た め に 、 間 接 的 な 初 期 レ ン ジ ン グ (Indirect Initial Ranging:Ｉ Ｉ Ｒ
)方 法 を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 に よ る Ｉ Ｉ Ｒ 方 法 は 、 ス キ ャ ン 過 程 で 、 加 入 者 端 末 機 が 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら
受 信 さ れ る ダ ウ ン リ ン ク フ レ ー ム プ リ ア ン ブ ル (Downlink Frame Preamble:Ｄ Ｆ Ｐ )を 通 じ
て 往 復 時 間 遅 延 値 を 推 定 す る よ う に し て ス キ ャ ン オ ー バ ー ヘ ッ ド を 低 減 し 、 時 間 遅 延 を 最
小 化 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 は 、 ハ ン ド オ ー バ ー の 際 に 、 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト (Information Eleme
nt:Ｉ Ｅ )を 割 り 当 て る 基 地 局 が 、 該 当 加 入 者 端 末 機 を 区 別 す る た め に 、 ４ ８ ビ ッ ト の Ｍ Ａ
Ｃ ア ド レ ス の 代 わ り に 、 １ ６ ビ ッ ト の 臨 時 接 続 識 別 子 (Temporary Connection ID)を 使 用
す る よ う に し て 、 効 率 的 な 資 源 活 用 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 加 入 者 端 末 機 が 、 ハ ン ド オ ー バ ー の た め の ス キ ャ ン の 際 に 、 タ ー ゲ ッ
ト 基 地 局 か ら 臨 時 接 続 識 別 子 を 割 り 当 て ら れ る こ と に よ り 、 ハ ン ド オ ー バ ー の 際 に 高 速 レ
ン ジ ン グ を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 下 、 添 付 し た 図 ５ 乃 至 図 １ １ を 参 照 し て 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 、 よ り 詳
し く 説 明 す る 。
　 ま ず 、 図 ５ を 参 照 し て 広 帯 域 無 線 接 続 シ ス テ ム で ハ ン ド オ ー バ ー が 発 生 す る 状 況 を 説 明
す る 。
　 図 ５ は 、 Ｍ Ｓ Ｓ の 移 動 に よ り 発 生 す る ハ ン ド オ ー バ ー 状 況 を 示 し た 図 で あ る 。 図 ５ を 参
照 す る と 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ５ ２ ０ に よ り サ ー ビ ス さ れ る Ｍ Ｓ Ｓ ＃ １  ５ １ ０ が Ｂ Ｓ ＃ ２  ５ ３ ０
の 方 へ 移 動 す る に つ れ て 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ５ ２ ０ は 、 Ｍ Ｓ Ｓ ＃ １  ５ １ ０ の ハ ン ド オ ー バ ー を 、
Ｂ Ｓ ＃ ２  ５ ３ ０ へ 試 み る 。 こ の 場 合 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ５ ２ ０ 、 Ｍ Ｓ Ｓ ＃ １  ５ １ ０ 及 び Ｂ Ｓ ＃
２  ５ ３ ０ は 、 後 述 す る 本 発 明 に 応 じ て 高 速 レ ン ジ ン グ を 遂 行 す る 。 一 方 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ５ ２
０ と Ｂ Ｓ ＃ ２  ５ ３ ０ は 、 上 述 し た う に 、 互 い に 接 続 さ れ た 有 線 ネ ッ ト ワ ー ク ５ ４ ０ を 通
じ て 情 報 を 交 換 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の よ う な 構 造 に お い て 、 従 来 の 高 速 レ ン ジ ン グ 方 法 は 、 Ｍ Ｓ Ｓ ＃ １  ５ １ ０ が 、 Ｂ Ｓ
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＃ ２  ５ ３ ０ へ 競 争 の な い 初 期 レ ン ジ ン グ 要 請 を 伝 送 す る よ う に し て 、 よ り 速 い レ ン ジ ン
グ を 可 能 に す る 。 し か し な が ら 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ５ ３ ０ の 非 効 率 的 な 資 源 割 り 当 て を 引 き 起 こ
す 。 す な わ ち 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ５ ３ ０ は 、 Ｍ Ｓ Ｓ ＃ １  ５ １ ０ と Ｂ Ｓ ＃ ２  ５ ３ ０ と の 間 に Ｒ Ｔ
Ｄ を 受 容 で き る 資 源 を 割 り 当 て な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 Ｕ Ｌ -Ｍ Ａ Ｐ メ ッ セ ー ジ に よ る
資 源 割 り 当 て 通 報 過 程 で 、 Ｍ Ｓ Ｓ ＃ １  ５ １ ０ を 指 定 す る た め に 、 ４ ８ ビ ッ ト の Ｍ Ａ Ｃ ア
ド レ ス を 使 用 し な け れ ば な ら な い 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 図 ６ 及 び 図 ７ を 通 じ て 、 よ り
効 率 的 な 高 速 レ ン ジ ン グ 方 法 を 提 案 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 一 方 、 加 入 者 端 末 機 が ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る た め に 隣 接 基 地 局 か ら 受 信 さ れ る 信 号
の レ ベ ル を 測 定 す る ス キ ャ ン 過 程 は 、 上 述 し た よ う に 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 の ダ ウ ン リ ン ク
信 号 強 さ の み を 測 定 す る 受 動 的 ス キ ャ ン (Passive Scanning)と 、 ダ ウ ン リ ン ク 信 号 強 さ 測
定 及 び Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る 能 動 的 ス キ ャ ン (Active Scanning)と に 分 か れ
る 。 以 下 、 上 述 し た 二 種 類 の 方 法 に よ る 高 速 ハ ン ド オ ー バ ー 方 法 に つ い て の 実 施 形 態 を そ
れ ぞ れ 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 応 じ る 高 速 レ ン ジ ン グ に よ る 能 動 的 ス キ ャ ン ハ ン ド
オ ー バ ー 手 順 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る ハ ン ド オ ー バ ー 方 法 は 、 従 来 の 高 速
レ ン ジ ン グ 方 法 で 使 用 さ れ る 加 入 者 端 末 機 の ４ ８ ビ ッ ト Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス の 代 わ り に 、 １ ６
ビ ッ ト の 接 続 識 別 子 (Ｃ Ｉ Ｄ )を 通 じ て ア ッ プ リ ン ク 資 源 を 割 り 当 て る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ６ を 参 照 す る と 、 ハ ン ド オ ー バ ー を 必 要 と す る Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ は 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ６ ２ ０
に 、 ス キ ャ ン 要 請 (Scanning Request:Ｓ Ｃ Ｎ -Ｒ Ｅ Ｑ )メ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た 後 に (ス テ ッ
プ ６ ４ １ )、 Ｂ Ｓ ＃ １  ６ ２ ０ か ら Ｓ Ｃ Ｎ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 と し て ス キ ャ ン
応 答 (Scanning Response:Ｓ Ｃ Ｎ -Ｒ Ｓ Ｐ )メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る (ス テ ッ プ ６ ４ ３ )。 そ の
後 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ は 、 能 動 的 ス キ ャ ン 過 程 に 応 じ て Ｂ Ｓ ＃ ２  ６ ３ ０ に 初 期 レ ン ジ ン グ
要 請 (Ranging Request:Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ )メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る (ス テ ッ プ ６ ４ ５ )。 こ の と
き 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ６ ３ ０ は 、 Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 と し て 初 期 レ ン ジ ン グ 応
答 (Ranging Response:Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｓ Ｐ )メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る と き 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 応
じ て 臨 時 接 続 識 別 子 (Temporary Ｃ Ｉ Ｄ )を Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ に 割 り 当 て る こ と が で き る (ス
テ ッ プ ６ ４ ７ )。 こ の 臨 時 接 続 識 別 子 は 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ が 、 ハ ン ド オ ー バ ー の た め に 、
タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 、 す な わ ち 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ６ ３ ０ に 初 期 レ ン ジ ン グ を 遂 行 す る た め に 、 一
時 的 に 使 用 で き る 接 続 識 別 子 を 示 す 。 し た が っ て 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ６ ３ ０ は 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０
か ら 、 規 定 さ れ た 時 間 ま で 割 り 当 て ら れ た 臨 時 接 続 識 別 子 を 使 用 す る ト ラ フ ィ ッ ク 伝 送 が
存 在 し な い 場 合 、 そ の 臨 時 接 続 識 別 子 を 回 収 す る よ う に 実 現 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 述 し た ス キ ャ ン 手 順 を 完 了 し た Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ が 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ６ ２ ０ に 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  
６ ３ ０ へ の ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る た め の ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 メ ッ セ ー ジ (Handover Re
quest:Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ )を 伝 送 す る と (ス テ ッ プ ６ ４ ９ )、 Ｂ Ｓ ＃ １  ６ ２ ０ は 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ６ ３
０ に ハ ン ド オ ー バ ー 通 知 (Handover Notification:HO-Notification)メ ッ セ ー ジ を 用 い て
Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ の ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 を 通 報 す る (ス テ ッ プ ６ ５ １ )。 す る と 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  
６ ３ ０ は 、 ハ ン ド オ ー バ ー を 容 認 す る か 否 か を 、 ハ ン ド オ ー バ ー 通 知 応 答 (Handover Noti
fication Response:HO-Notification.Response)メ ッ セ ー ジ を 用 い て Ｂ Ｓ ＃ １  ６ ２ ０ に 知
ら せ る (ス テ ッ プ ６ ５ ３ )。 そ の 後 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ６ ２ ０ は HO-Notification.Responseメ ッ セ
ー ジ を 受 信 す る が 、 こ の と き 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ６ ３ ０ が ハ ン ド オ ー バ ー を 容 認 で き る と 決 定 さ
れ る と 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ６ ３ ０ を 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ が ハ ン ド オ ー バ ー す る タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と
し て 決 定 す る 。 ま た 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ６ ２ ０ は 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ６ ３ ０ に ハ ン ド オ ー バ ー 確 認 (Hando
ver Confirm:HO-Confirm)メ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る (ス テ ッ プ ６ ５ ４ )。
【 ０ ０ ５ ４ 】
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　 そ の 後 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ６ ２ ０ は 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ の Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答
と し て 、 ハ ン ド オ ー バ ー 応 答 (Handover Response:Ｈ Ｏ -Ｒ Ｓ Ｐ )メ ッ セ ー ジ を 用 い て 、 Ｂ
Ｓ ＃ ２  ６ ３ ０ が ハ ン ド オ ー バ ー を 容 認 す る か 否 か を 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ に 通 報 す る (ス テ
ッ プ ６ ５ ５ )。 す る と 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ は ハ ン ド オ ー バ ー 指 示 (Handover Indication:Ｈ
Ｏ -Ｉ Ｎ Ｄ )メ ッ セ ー ジ を 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ６ ２ ０ に 伝 送 し て (ス テ ッ プ ６ ５ ７ )、 最 終 の ハ ン ド
オ ー バ ー を 決 定 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 一 方 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ６ ３ ０ は 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ の ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 を 容 認 す る 場 合 、 高
速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト (Fast Ranging IE)割 り 当 て (ス テ ッ プ ６ ５ ９ )を 通 じ て 、 Ｓ
Ｓ ＃ １  ６ １ ０ に 競 争 の な い 初 期 レ ン ジ ン グ 要 請 メ ッ セ ー ジ 伝 送 機 会 を 与 え る こ と が で き
る 。 こ の と き 、 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト の 割 り 当 て は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 応 じ て
、 Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス の 代 わ り に 、 ス キ ャ ン 過 程 で 与 え ら れ た 臨 時 接 続 識
別 子 (Temporary Ｃ Ｉ Ｄ )を 使 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 一 般 に 、 Ｓ Ｓ ＃ １  
６ １ ０ の Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス が ４ ８ ビ ッ ト 、 接 続 識 別 子 が １ ６ ビ ッ ト か ら な る こ と を 鑑 み る と
、 資 源 節 減 の 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 そ の 後 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ６ １ ０ は 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ６ ３ ０ と Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ 及 び Ｒ Ｎ Ｇ -
Ｒ Ｓ Ｐ メ ッ セ ー ジ を 送 信 /受 信 (ス テ ッ プ ６ ６ １ 、 ６ ６ ３ )し て 初 期 レ ン ジ ン グ を 遂 行 す る
。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 一 方 、 上 述 し た 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 方 法 は 能 動 的 ス キ ャ ン に 適 用 さ れ る 方 法
で あ っ て 、 上 述 し た 過 程 で 競 争 方 式 の 初 期 レ ン ジ ン グ 要 請 メ ッ セ ー ジ 伝 送 が 発 生 す る た め
、 速 い レ ン ジ ン グ を 保 障 す る こ と が で き な い 。 し た が っ て 、 ハ ン ド オ ー バ ー 遅 延 を 低 減 す
る 別 途 の 方 法 と し て 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 間 接 的 初 期 レ ン ジ ン グ (Ｉ Ｉ Ｒ )方 法 を
提 案 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の Ｉ Ｉ Ｒ 方 法 は 、 ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 し よ う と す る 加 入 者 端 末 機 (Ｓ Ｓ )が 能 動 的 ス
キ ャ ン 過 程 を 省 略 し 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 (Target Ｂ Ｓ )が 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト (
Fast Ranging IE)を 資 源 効 率 よ く 割 り 当 て る よ う に し て 、 よ り 迅 速 か つ 資 源 効 率 よ く ハ ン
ド オ ー バ ー 遂 行 を 可 能 に す る 。 以 下 、 図 ７ を 参 照 し て 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る Ｉ Ｉ
Ｒ 方 法 を 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　
　 図 ７ は 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 応 じ る 高 速 レ ン ジ ン グ に よ る 受 動 的 ス キ ャ ン ハ ン ド
オ ー バ ー 手 順 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
　 図 ７ は 、 本 発 明 で 提 案 さ れ る 速 い ハ ン ド オ ー バ ー 遂 行 の た め の 間 接 的 初 期 レ ン ジ ン グ 手
順 を 示 し た 図 で あ っ て 、 加 入 者 端 末 機 が 、 ハ ン ド オ ー バ ー の 際 に 遂 行 さ れ る ネ ッ ト ワ ー ク
ト ポ ロ ジ ー (Network Topology)獲 得 過 程 で 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に /か ら レ ン ジ ン グ の た め
の メ ッ セ ー ジ を 送 信 /受 信 せ ず 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 及 び タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る
基 準 信 号 間 の 到 着 時 間 差 に よ っ て 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 の Ｒ Ｔ Ｄ 値 を 推 定 す る よ う に 実 現 す
る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま ず 、 ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 し よ う と す る Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ は 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ か ら Ｔ
Ｄ Ｄ /Ｆ Ｄ Ｄ フ レ ー ム 持 続 時 間 周 期 を 有 す る 周 期 的 な ダ ウ ン リ ン ク フ レ ー ム プ リ ア ン ブ ル (
Downlink Frame Preamble:Ｄ Ｆ Ｐ )７ ４ １ ａ ， ７ ４ １ ｂ ， ７ ４ １ ｃ ， ７ ４ ５ ， ７ ４ ９ を 受
信 す る 。 Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ は 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ か ら 周 期 的 に 伝 送 さ れ る Ｄ Ｆ Ｐ 信 号 ７ ４ １
ａ ， ７ ４ １ ｂ ， ７ ４ １ ｃ ， ７ ４ ５ ， ７ ４ ９ に 基 づ い て 自 体 ク ロ ッ ク を 生 成 及 び 補 正 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 仮 に 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ か ら 伝 送 さ れ る Ｄ Ｆ Ｐ  ７ ４ １ ｂ の キ ャ リ ア 対 干 渉 及 び 雑 音 比 (C
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arrier-to- Interference and Noise Ratio:Ｃ Ｉ Ｎ Ｒ )値 が 、 規 定 さ れ た し き い 値 以 下 に
な る と 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ は 、 新 た な 基 地 局 を 探 索 す る た め に 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ に ス キ ャ
ン 要 請 (Ｓ Ｃ Ｎ -Ｒ Ｅ Ｑ )メ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た 後 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ か ら ス キ ャ ン 応 答 (Ｓ
Ｃ Ｎ -Ｒ Ｓ Ｐ )メ ッ セ ー ジ を 受 信 し て ス キ ャ ン を 遂 行 す る (ス テ ッ プ ７ ４ ３ )。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の 際 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ は 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ か ら 伝 送 さ れ る Ｄ Ｆ Ｐ ７ ４ ７ を 受 信 し 、
Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ か ら 周 期 的 に 伝 送 さ れ る Ｄ Ｆ Ｐ  ７ ４ １ ａ ， ７ ４ １ ｂ ， ７ ４ １ ｃ ， ７ ４ ５
， ７ ４ ９ に 基 づ い て 生 成 /補 正 さ れ た 自 体 ク ロ ッ ク を 通 じ て 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ に よ る Ｄ Ｆ
Ｐ  ７ ４ ５ と Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ に よ る Ｄ Ｆ Ｐ ７ ４ ７ と の 差 値 (Difference Time of downlink
 frame Preamble Arrival:Ｄ Ｔ Ｐ Ａ )Δ ７ ７ ０ を 測 定 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ は 、 測 定 さ れ た Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 値 ７ ７ ０ を 通 じ て Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ ま で の Ｒ Ｔ
Ｄ 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ )を 推 定 で き る 。 こ れ は 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ と の レ ン ジ ン グ 過 程 を 通 じ
て 測 定 さ れ た Ｒ Ｔ Ｄ 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ １ )と Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 値 ７ ７ ０ と を 用 い て 、 下 記 の 数 式 １ の
よ う に 測 定 さ れ る こ と が 可 能 で あ る 。
　 Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ ２ ＝ Ｒ Ｔ Ｄ ＿ Ｂ Ｓ １ ＋ ２ Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 　 　 ． ． ． （ １ ）
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 数 式 １ を 参 照 す る と 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ と Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ と の Ｒ Ｔ Ｄ 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２
)は 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ と Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ と の Ｒ Ｔ Ｄ 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ １ )に 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ７
２ ０ と Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ と の 往 復 時 間 差 (２ × Ｄ Ｔ Ｐ Ａ )を 反 映 し た 値 と し て 推 定 で き る 。
し た が っ て 、 上 述 し た よ う に 推 定 さ れ た Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ の Ｒ Ｔ Ｄ 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ )は 、
Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ が Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ に 伝 送 す る と き に 反 映 可 能 な 時 間 補 正 値 と し て 使 用 さ
れ る こ と も で き る 。 こ こ で 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ の 推 定 Ｒ Ｔ Ｄ 値 (Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ )は 、 Ｓ Ｓ ＃
１  ７ １ ０ と Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ と の 初 期 レ ン ジ ン グ 要 請 /応 答 を 通 じ て 獲 得 が 可 能 な 値 で あ
る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 一 方 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ が 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト (Fast Ranging IE)を Ｓ Ｓ ＃ １
 ７ １ ０ に 資 源 効 率 よ く 割 り 当 て る た め に は 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ が 、 ア ッ プ リ ン ク 伝 送 に 適
用 す る 補 正 値 で あ る Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ 値 を 把 握 す る 必 要 が あ る 。 こ の た め に 、 本 発 明 の 第 ２
の 実 施 形 態 で は 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ が Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ 伝 送 過 程 (ス テ ッ プ ７ ５ １ )で
、 上 述 し た よ う に 測 定 さ れ た Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 値 ７ ７ ０ 又 は Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ 値 を 含 む こ と を 提 案 す
る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 一 方 、 Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ は 、 HO-pre-Notification(す
な わ ち 、 HO-Notification)メ ッ セ ー ジ に 、 上 記 受 信 さ れ た 推 定 Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 値 又 は 推 定 さ れ た
Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ (Ｅ Ｒ Ｔ Ｄ )値 を 挿 入 さ せ て Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ に 伝 送 す る (ス テ ッ プ ７ ５ ３ )。
Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ は 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ か ら 受 信 さ れ た HO-pre-Notificationメ ッ セ ー ジ を
通 じ て Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ の Ｒ Ｔ Ｄ _Ｂ Ｓ ２ 補 正 値 を 反 映 す る こ と に よ り 、 高 速 レ ン ジ ン グ 情
報 エ レ メ ン ト (Fast Ranging IE)割 り 当 て を 資 源 効 率 よ く 遂 行 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 述 し た 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 で も 、 Ｓ Ｓ ＃ １  
７ １ ０ の ４ ８ ビ ッ ト Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス の 代 わ り に 、 １ ６ ビ ッ ト の 接 続 識 別 子 (Ｃ Ｉ Ｄ )を 使 用
す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ は 、 HO-pre-Notificationを 通 じ て 認 知 さ
れ た Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ に 臨 時 接 続 識 別 子 (temporary Ｃ Ｉ Ｄ )を 割 り 当 て 、 該 臨 時 接 続 識 別
子 の 割 り 当 て を HO-pre-Notification． Response(す な わ ち 、 HO-Notification． Response)
メ ッ セ ー ジ を 通 じ て Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ に 通 報 す る (ス テ ッ プ ７ ５ ５ )。 す る と 、 こ の HO-pre-
Notification． Responseメ ッ セ ー ジ を 受 信 し た Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ は 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ が ハ
ン ド オ ー バ ー を 容 認 で き る と 決 定 し 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ を Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ が ハ ン ド オ ー バ
ー さ れ る タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 と し て 選 択 す る 。 ま た 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ は 、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０
に HO-Confirmメ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る (ス テ ッ プ ７ ５ ６ )。 そ の 後 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ は 、 上
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記 受 信 さ れ た 臨 時 接 続 識 別 子 (temporary Ｃ Ｉ Ｄ )を Ｈ Ｏ -Ｒ Ｓ Ｐ メ ッ セ ー ジ を 通 じ て Ｓ Ｓ
＃ １  ７ １ ０ に 通 報 す る (ス テ ッ プ ７ ５ ７ )。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 該 Ｈ Ｏ -Ｒ Ｓ Ｐ メ ッ セ ー ジ を 受 信 し た Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ は 、 Ｂ Ｓ ＃ １  ７ ２ ０ に Ｈ Ｏ -Ｉ Ｎ
Ｄ メ ッ セ ー ジ を 伝 送 し (ス テ ッ プ ７ ５ ９ )、 Ｂ Ｓ ＃ ２  ７ ３ ０ か ら 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ
メ ン ト (Fast Ranging IE)を 受 信 す る (ス テ ッ プ ７ ６ １ )。 そ の 後 、 Ｓ Ｓ ＃ １  ７ １ ０ と Ｂ Ｓ
＃ ２  ７ ３ ０ と は 、 図 ６ を 参 照 し て 上 述 し た 方 法 で の よ う に 、 Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ 及
び Ｒ Ｎ Ｇ -Ｒ Ｓ Ｐ メ ッ セ ー ジ を 互 い に 交 換 し て (ス テ ッ プ ７ ６ ３ 、 ７ ６ ５ )初 期 レ ン ジ ン グ
を 遂 行 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 応 じ る 能 動 的 ス キ ャ ン に よ る ハ ン ド オ ー バ ー 方 法 で は
、 加 入 者 端 末 機 (す な わ ち 、 Ｓ Ｓ ＃ １ )が タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 (す な わ ち 、 Ｂ Ｓ ＃ ２ )か ら Ｒ Ｎ
Ｇ -Ｒ Ｓ Ｐ メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る と き 、 臨 時 接 続 識 別 子 を 割 り 当 て ら れ る よ う に 実 現 し た
が 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 応 じ る 受 動 的 ス キ ャ ン に よ る ハ ン ド オ ー バ ー 方 法 で は 、 加
入 者 端 末 機 (す な わ ち 、 Ｓ Ｓ ＃ １ )が タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 (す な わ ち 、 Ｂ Ｓ ＃ ２ )か ら Ｈ Ｏ -Ｒ
Ｓ Ｐ メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る と き 、 臨 時 接 続 識 別 子 を 割 り 当 て ら れ る よ う に 実 現 す る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 以 下 、 表 １ 乃 至 表 ４ は 、 本 発 明 の 実 現 の た め に 、 従 来 の メ ッ セ ー ジ 構 成 に 修 正 又 は 追 加
さ れ る べ き メ ッ セ ー ジ を 示 す 。
【 ０ ０ ７ １ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ２ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ３ 】
【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ４ 】
【 表 ４ 】
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【 ０ ０ ７ ５ 】
　 表 １ 乃 至 表 ４ を 参 照 す る と 、 表 １ の Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ 構 造 は 、 従 来 の メ ッ セ ー ジ
構 造 に 追 加 さ れ た Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 又 は 推 定 Ｒ Ｔ Ｄ (Estimated RTD:Ｅ Ｒ Ｔ Ｄ )フ ィ ー ル ド を 有 し 、
表 ２ の Ｈ Ｏ -Ｒ Ｓ Ｐ メ ッ セ ー 構 造 は 、 従 来 の メ ッ セ ー ジ 構 造 に 追 加 さ れ た 臨 時 接 続 識 別 子 (
Temporary Ｃ Ｉ Ｄ )フ ィ ー ル ド を 有 し 、 表 ３ の HO-pre-Notificationメ ッ セ ー ジ 構 造 は 、 従
来 の 構 造 に 追 加 さ れ た Ｅ Ｒ Ｔ Ｄ フ ィ ー ル ド を 有 す る べ き で あ る 。 ま た 、 表 ４ の HO-pre-Not
ification． Responseメ ッ セ ー ジ 構 造 は 、 従 来 の 構 造 の Ack/Nackフ ィ ー ル ド を 臨 時 接 続 識
別 子 (Temporary Ｃ Ｉ Ｄ )に 取 り 替 え な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 以 下 、 図 ８ を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る ハ ン ド オ ー バ ー 方 法 を 遂 行 す る た め に 要
求 さ れ る 加 入 者 端 末 機 の 送 受 信 装 置 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ８ は 、 図 ７ を 参 照 し て 上 述 し た 加 入 者 端 末 機 の 動 作 を 遂 行 す る た め に 要 求 さ れ る 装 置
の ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ８ を 参 照 す る と 、 加 入 者 端 末 機 装 置 は 、 受 信 機 ８ １ ０ 、 Ｍ Ａ Ｃ 処
理 器 ８ ２ ０ 及 び 送 信 機 ８ ３ ０ か ら な る 。 ま た 、 受 信 機 ８ １ ０ は 、 Ｄ Ｆ Ｐ 処 理 モ ジ ュ ー ル (D
FP Processing Module:Ｄ Ｐ Ｍ )８ ４ ０ 、 タ イ ミ ン グ 生 成 モ ジ ュ ー ル (Timing Generation M
odule:Ｔ Ｇ Ｍ )８ ５ ０ 、 Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 演 算 モ ジ ュ ー ル (DTPA Calculation Module)８ ６ ０ 、 受 信
デ ー タ 処 理 の た め の 高 速 フ ー リ エ 変 換 (Fast Fourier Transform:Ｆ Ｆ Ｔ )器 ８ ７ ０ 、 復 調
及 び 復 号 器 ８ ８ ０ か ら な る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 Ｄ Ｐ Ｍ ８ ４ ０ は 、 現 在 の サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 受 信 さ れ る 基 準 信 号 (Ｄ Ｆ Ｐ )を 処 理 す る
モ ジ ュ ー ル で あ っ て 、 該 サ ー ビ ン グ 基 地 局 の Ｃ Ｉ Ｎ Ｒ を 測 定 し 、 測 定 さ れ た 値 が し き い 値
以 下 と な る 場 合 、 Ｍ Ａ Ｃ 処 理 器 ８ ２ ０ に 通 報 す る 。 ま た 、 Ｄ Ｐ Ｍ ８ ４ ０ は 、 周 期 的 な 基 準
信 号 (Ｄ Ｆ Ｐ )到 着 時 間 を Ｔ Ｇ Ｍ ８ ５ ０ に 通 報 し 、 Ｍ Ａ Ｃ 処 理 器 ８ ２ ０ の ス キ ャ ン 要 請 に 応
じ て 周 辺 基 地 局 の 基 準 信 号 (Ｄ Ｆ Ｐ )を 受 信 す る 。 さ ら に 、 ス キ ャ ン を 通 じ て 受 信 さ れ た 隣
接 基 地 局 の 基 準 信 号 (Ｄ Ｆ Ｐ )到 着 時 間 を Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 演 算 モ ジ ュ ー ル ８ ６ ０ に 通 報 し 、 基 準 信
号 (Ｄ Ｆ Ｐ )以 後 の 受 信 デ ー タ を Ｆ Ｆ Ｔ 器 ８ ７ ０ に 伝 送 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 Ｔ Ｇ Ｍ ８ ５ ０ は 、 Ｄ Ｐ Ｍ ８ ４ ０ か ら 周 期 的 に 受 信 さ れ る 信 号 を 通 じ て 自 体 ク ロ ッ ク 情 報
を 発 生 し 、 Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 演 算 モ ジ ュ ー ル ８ ６ ０ に 基 準 時 間 値 を 提 供 す る 。 Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 演 算 モ ジ ュ
ー ル ８ ６ ０ は 、 Ｔ Ｇ Ｍ ８ ５ ０ か ら 提 供 さ れ た 基 準 時 間 情 報 に 基 づ い て 予 想 さ れ る 現 在 の サ
ー ビ ス 基 地 局 の Ｄ Ｆ Ｐ 到 着 時 間 と 、 Ｄ Ｐ Ｍ ８ ４ ０ か ら 提 供 さ れ た 新 た な 基 地 局 の Ｄ Ｆ Ｐ 到
着 時 間 と の 差 、 す な わ ち 、 Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 値 (Δ )を 計 算 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 そ の 差 値 は Ｍ Ａ Ｃ 処 理 器 ８ ２ ０ に 提 供 さ れ る 。 Ｍ Ａ Ｃ 処 理 器 ８ ２ ０ は 、 Ｄ Ｐ Ｍ ８ ４ ０ か
ら 新 た な 基 地 局 検 索 要 請 を 受 け て ス キ ャ ン 要 請 メ ッ セ ー ジ を 送 信 機 ８ ３ ０ に 伝 送 し 、 Ｄ Ｐ
Ｍ ８ ４ ０ に 新 た な 基 地 局 に 対 す る 検 索 を 命 令 す る 。 ま た 、 Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 演 算 モ ジ ュ ー ル ８ ６ ０
か ら 計 算 さ れ た Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 値 を 受 信 し た Ｍ Ａ Ｃ 処 理 器 ８ ２ ０ は 、 受 信 さ れ た Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 値 に 基
づ い て 新 た な 基 地 局 ま で の Ｒ Ｔ Ｄ 値 を 推 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 送 信 機 ８ ３ ０ は 、 Ｍ Ａ Ｃ 処 理 器 ８ ２ ０ か ら の メ ッ セ ー ジ を サ ー ビ ン グ 基 地 局 又 は 新 た な
基 地 局 に 伝 送 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 以 下 、 図 ９ 乃 至 図 １ １ を 参 照 し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 加 入 者 端 末 機 、 サ ー ビ ン グ
基 地 局 及 び タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 の ハ ン ド オ ー バ ー 遂 行 手 順 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ９ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る 加 入 者 端 末 機 の 動 作 手 順 を
示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 ９ を 参 照 す る と 、 加 入 者 端 末 機 は 、 各 フ レ ー ム ご と に サ
ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 伝 送 さ れ る Ｄ Ｆ Ｐ の Ｃ Ｉ Ｎ Ｒ 値 を 測 定 す る (ス テ ッ プ ９ ０ １ )。 そ の 結
果 、 測 定 値
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【 数 １ 】
　
　

が 所 定 の し き い 値 Ｔ Ｈ _ａ よ り 小 さ い 場 合 (ス テ ッ プ ９ ０ ３ )、 加 入 者 端 末 機 は 周 辺 基 地 局
を ス キ ャ ン し 始 め る (ス テ ッ プ ９ ０ ５ )。 こ の ス キ ャ ン 過 程 で 、 加 入 者 端 末 機 は 周 辺 基 地 局
か ら 伝 送 さ れ る Ｄ Ｆ Ｐ 信 号 を 感 知 し て Ｃ Ｉ Ｎ Ｒ 値 を 測 定 し 、 図 ８ の 装 置 を 通 じ て Ｄ Ｔ Ｐ Ａ
値 を 測 定 す る (ス テ ッ プ ９ ０ ７ )。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 そ の 後 、 加 入 者 端 末 機 は 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら 通 報 さ れ た す べ て の 周 辺 基 地 局 に 対 す
る ス キ ャ ン を 完 了 し た 後 に (ス テ ッ プ ９ ０ ９ )、 ハ ン ド オ ー バ ー を 考 慮 す る 基 地 局 を 設 定 す
る 。 こ の よ う な ハ ン ド オ ー バ ー を 考 慮 す る 基 地 局 設 定 は 様 々 な 方 法 で 実 現 さ れ る こ と が で
き る 。 本 発 明 で は 、 ス キ ャ ン 過 程 の 間 、 測 定 し た Ｃ Ｉ Ｎ Ｒ 値 が 、 所 定 の し き い 値 よ り 大 き
い 基 地 局 の み を 考 慮 し て 、 各 基 地 局 に よ る 基 地 局 識 別 子 (Ｉ Ｄ )、 Ｃ Ｉ Ｎ Ｒ 及 び Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 値
を 含 ん で Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 構 成 し た 後 、 該 Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を サ ー ビ ン グ 基
地 局 に 伝 送 す る (ス テ ッ プ ９ １ １ )。 し か し な が ら 、 本 発 明 は こ れ に 限 る も の で は な く 、 基
地 局 設 定 の た め に 様 々 な 方 法 を 使 用 可 能 な の は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 一 方 、 加 入 者 端 末 機 は 、 Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ の 伝 送 時 に ハ ン ド オ ー バ ー に か か る 予
想 時 間 を と も に 伝 送 す る 。 そ の 後 、 加 入 者 端 末 機 は 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら Ｈ Ｏ -Ｒ Ｓ Ｐ
メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る (ス テ ッ プ ９ １ ３ )。 こ の と き 、 Ｈ Ｏ -Ｒ Ｓ Ｐ メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ て
い る 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 に よ り 割 り 当 て ら れ た 臨 時 識 別 子 (Temporary Ｃ Ｉ Ｄ )を と も に 受
信 す る 。 次 い で 、 加 入 者 端 末 機 は 、 Ｈ Ｏ -Ｉ Ｎ Ｄ メ ッ セ ー ジ を 再 び サ ー ビ ン グ 基 地 局 に 伝
送 す る (ス テ ッ プ ９ １ ５ )。 最 後 に 、 加 入 者 端 末 機 は 、 そ の 選 択 さ れ た タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 へ
の ア ッ プ リ ン ク 伝 送 時 間 を Ｅ Ｒ Ｔ Ｄ 値 だ け 移 動 さ せ (ス テ ッ プ ９ １ ７ )、 ハ ン ド オ ー バ ー の
た め の ネ ッ ト ワ ー ク 再 進 入 (network re-entry)過 程 を 遂 行 す る (ス テ ッ プ ９ １ ９ )。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 １ ０ は 、 加 入 者 端 末 機 か ら ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 を 受 け た サ ー ビ ン グ 基 地 局 の 動 作 手 順
を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ ０ を 参 照 す る と 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 は 、 特 定 加 入 者
端 末 機 か ら Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る (ス テ ッ プ １ ０ ０ １ )。 こ の と き 、 Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ
Ｑ メ ッ セ ー ジ に は 、 該 加 入 者 端 末 機 が ハ ン ド オ ー バ ー の た め に 考 慮 し て い る 推 定 ハ ン ド オ
ー バ ー 時 間 (Estimated Handover Time:Ｅ Ｈ Ｏ Ｔ )及 び ハ ン ド オ ー バ ー を 遂 行 す る 候 補 基 地
局 の 関 連 情 報 (Ｃ Ｉ Ｎ Ｒ 、 Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 又 は Ｅ Ｒ Ｔ Ｄ )が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 一 方 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 は Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る と 、 Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー
ジ と 関 連 し た 情 報 を 用 い て ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル を 作 成 す る (ス テ ッ プ １ ０ ０ ３ )。 こ の
ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル は 表 ５ の よ う に 表 示 す る こ と が で き 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 は 、 表 ５
に 示 し た ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル で 、 Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ と 関 連 し た 情 報 を 管 理 す る
よ う に 実 現 さ れ る こ と が 可 能 で あ る (ス テ ッ プ １ ０ ０ ９ )。
【 ０ ０ ８ ６ 】
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 表 ５ に 示 し た よ う に 、 ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル は 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 の 周 辺 基 地 局 を 横
軸 で 示 し 、 Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た 加 入 者 端 末 機 を 縦 軸 で 示 す こ と に よ り 、 Ｈ
Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ て い る 情 報 及 び 今 後 の 動 作 を 通 じ て 収 集 さ れ る べ き 情 報 項
目 を 書 き 込 む 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 以 下 、 表 ５ を 参 照 し て Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を 通 じ て 周 辺 基 地 局 で あ る Ｂ Ｓ ＃ １ 乃 至
Ｂ Ｓ ＃ ｉ へ の ハ ン ド オ ー バ ー を 考 慮 す る 加 入 者 端 末 機 Ｓ Ｓ #１ の 場 合 を 例 と し て 説 明 す る
。
　 Ｓ Ｓ ＃ １ は 、 ハ ン ド オ ー バ ー 遂 行 予 想 時 間 (Ｅ Ｈ Ｏ Ｔ _１ )と 、 ス キ ャ ン を 通 じ て 選 択 さ
れ た Ｂ Ｓ ＃ １ 乃 至 Ｂ Ｓ ＃ ｉ の Ｃ Ｉ Ｎ Ｒ _１ -１ /Ｅ Ｒ Ｔ Ｄ _１ -１ 乃 至 Ｃ Ｉ Ｎ Ｒ _１ -ｉ /Ｄ Ｔ Ｐ
Ａ _１ -ｉ 情 報 と を 含 み 、 Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ メ ッ セ ー ジ を サ ー ビ ン グ 基 地 局 に 伝 送 し 、 サ ー ビ ン
グ 基 地 局 は 、 受 信 さ れ た 情 報 を 表 ５ に 示 し た ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル に 書 き 込 む 。 ま た 、
サ ー ビ ン グ 基 地 局 は 、 Ｓ Ｓ ＃ １ の 登 録 情 報 に 基 づ い て Ｓ Ｓ ＃ １ に よ り 要 求 さ れ る 資 源 割 り
当 て 保 障 量 (Ｒ _Ｂ Ｗ _１ :SS#１ 's Requiring Bandwidth)と Ｑ ｏ Ｓ 要 求 水 準 (Ｒ _Ｑ ｏ Ｓ _１ :
SS#１ 's Requiring QoS)と を 把 握 し て 、 表 ５ の Ｒ _Ｂ Ｗ 及 び Ｒ _Ｑ ｏ Ｓ 欄 に 書 き 込 む 。 サ ー
ビ ン グ 基 地 局 は 、 同 じ 方 法 で 別 途 の 加 入 者 端 末 機 か ら 受 信 さ れ た Ｈ Ｏ -Ｒ Ｅ Ｑ 情 報 を 、 表
５ の ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル に 書 き 込 む 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 そ の 後 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 は 、 自 身 が 管 理 し て い る ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル を 完 成 す る
た め に 、 周 辺 基 地 局 と 通 信 を 試 み る 。 す な わ ち 、 表 ５ の ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル を 管 理 す
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る サ ー ビ ン グ 基 地 局 は 、 Ｂ Ｓ ＃ １ に HO-pre-Notification(す な わ ち 、 HO-Notification)メ
ッ セ ー ジ を 伝 送 す る が (ス テ ッ プ １ ０ ０ ５ )、 そ の メ ッ セ ー ジ に は 、 Ｓ Ｓ ＃ １ の Ｉ Ｄ (Ｍ Ａ
Ｃ ア ド レ ス )/Ｅ Ｈ Ｏ Ｔ _１ /Ｅ Ｒ Ｔ Ｄ _１ -１ /Ｒ _Ｂ Ｗ _１ /Ｒ _Ｑ ｏ Ｓ _１ 乃 至 Ｓ Ｓ ＃ ｍ の Ｉ Ｄ
(Ｍ Ａ Ｃ ア ド レ ス )/Ｅ Ｈ Ｏ Ｔ _ｍ /Ｅ Ｒ Ｔ Ｄ _ｍ -１ /Ｒ _Ｂ Ｗ _ｍ /Ｒ _Ｑ ｏ Ｓ _ｍ 情 報 が 含 ま れ
る 。 ま た 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 は 、 Ｂ Ｓ #２ 乃 至 Ｂ Ｓ #ｎ に も 、 HO-pre-Notificationメ ッ セ
ー ジ を 、 上 述 し た 情 報 を 含 ん で 伝 送 す る (ス テ ッ プ １ ０ ０ ５ )。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 HO-pre-Notificationメ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た 後 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 は 、 上 述 し た 周 辺 基
地 局 か ら HO-pre-Notification-response(す な わ ち 、 HO-Notification． Response)メ ッ セ
ー ジ を 受 信 す る が (ス テ ッ プ １ ０ ０ ７ )、 そ の HO-Notification． Responseメ ッ セ ー ジ メ ッ
セ ー ジ に は 、 HO-pre-Notificationメ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た 加 入 者 端 末 機 に 対 す る 情 報 が 含
ま れ て い る 。 該 情 報 は 、 HO-pre-Notification-responseメ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た 基 地 局 が 、
加 入 者 端 末 機 へ 提 供 可 能 な 資 源 量 (Ｐ _Ｂ Ｗ :provided Bandwidth)、 Ｑ ｏ Ｓ 水 準 (Ｐ _Ｑ ｏ Ｓ
:provided QoS)及 び 臨 時 接 続 識 別 子 (Ｔ _Ｃ Ｉ Ｄ :temporary CID)な ど を 含 む 。 こ の と き 、
Ｔ _Ｃ Ｉ Ｄ 値 が ０ × ０ ０ ０ ０ で あ れ ば 、 HO-Notification-responseメ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た
Ｂ Ｓ が Ｓ Ｓ を 容 認 で き な い こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 そ の 後 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 は 、 HO-pre-Notificationメ ッ セ ー ジ に 含 ま れ て い る 情 報 を
ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル に 反 映 す る (ス テ ッ プ １ ０ ０ ９ )。 サ ー ビ ン グ 基 地 局 は 、 そ の 反 映
さ れ た 情 報 に 基 づ い て 、 周 辺 基 地 局 が 該 当 加 入 者 端 末 機 へ 提 供 で き る と 予 想 さ れ る サ ー ビ
ス 水 準 (service level prediction:Ｓ Ｌ Ｐ )を 決 定 す る 。 次 い で 、 ハ ン ド オ ー バ ー を 要 請
し た 加 入 者 端 末 機 に 関 し て 、 適 宜 な Ｓ Ｌ Ｐ 値 を 提 供 で き る 基 地 局 を 判 断 し て HO-Confirmメ
ッ セ ー ジ を 伝 送 す る (ス テ ッ プ １ ０ １ １ )こ と に よ り 、 HO-Confirmメ ッ セ ー ジ を 受 信 す る Ｂ
Ｓ に 、 加 入 者 端 末 機 が ハ ン ド オ ー バ ー し よ う と す る こ と を 通 報 す る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 ま た 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 は 、 HO-Confirmメ ッ セ ー ジ を 伝 送 し た Ｂ Ｓ に 関 連 し た 情 報 (Ｂ
Ｓ  Ｉ Ｄ と Ｓ Ｌ Ｐ )を Ｈ Ｏ -Ｒ Ｓ Ｐ メ ッ セ ー ジ に 挿 入 し て 該 当 加 入 者 端 末 機 に 伝 送 す る (ス テ
ッ プ １ ０ １ ３ )。 上 記 伝 送 さ れ た Ｈ Ｏ -Ｒ Ｓ Ｐ メ ッ セ ー ジ に 対 す る 応 答 と し て Ｈ Ｏ -Ｉ Ｎ Ｄ
メ ッ セ ー ジ を 受 信 す る と (ス テ ッ プ １ ０ １ ５ )、 Ｈ Ｏ -Ｉ Ｎ Ｄ メ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た 最 終 の
タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 情 報 を 表 ５ の よ う な ハ ン ド オ ー バ ー テ ー ブ ル に 反 映 し て 、 す べ て の 手 順
を 完 了 す る (ス テ ッ プ １ ０ １ ７ )。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 図 １ １ は 、 加 入 者 端 末 機 か ら ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 通 報 を 受 け た タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 の 動 作
手 順 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 図 １ １ を 参 照 す る と 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 は 、 サ ー ビ
ン グ 基 地 局 か ら 、 上 述 し た HO-pre-Notificationメ ッ セ ー ジ を 受 信 す る こ と に よ り (ス テ ッ
プ １ １ ０ １ )、 ハ ン ド オ ー バ ー 手 順 が 始 ま る 。 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 は 、 こ の メ ッ セ ー ジ に 含
ま れ た 加 入 者 端 末 機 の 情 報 に 基 づ い て 、 加 入 者 端 末 機 に 対 す る ハ ン ド オ ー バ ー を 許 容 す る
か 否 か を 判 断 す る (ス テ ッ プ １ １ ０ ３ )。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 仮 に 、 ハ ン ド オ ー バ ー を 許 容 で き る と 判 断 す る と 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 は 、 該 当 加 入 者 端
末 機 に 割 り 当 て ら れ る 臨 時 接 続 識 別 子 (Ｔ _Ｃ Ｉ Ｄ ＝ ０ × ０ ０ ０ ０ 以 外 の 値 )を 決 定 し (ス テ
ッ プ １ １ ０ ９ )、 そ の 加 入 者 端 末 機 に 提 供 可 能 な 資 源 割 り 当 て 量 (Ｐ _Ｂ Ｗ )と Ｑ ｏ Ｓ 水 準 (
Ｐ _Ｑ ｏ Ｓ )と を 決 定 す る (ス テ ッ プ １ １ １ １ )。 そ の 後 、 ゲ ッ ト 基 地 局 は 、 決 定 さ れ た 情 報
を HO-pre-Notification-responseメ ッ セ ー ジ に 挿 入 し 、 HO-pre-Notificationメ ッ セ ー ジ
を 伝 送 し た サ ー ビ ン グ 基 地 局 に HO-pre-Notification-responseメ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る (ス
テ ッ プ １ １ １ ３ )。 そ の 後 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 か ら HO-Confirmメ ッ セ ー ジ を 受 信 す る と (ス
テ ッ プ １ １ １ ５ )、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 は 、 HO-Confirmメ ッ セ ー ジ に 含 ま れ た 加 入 者 端 末 機
に 高 速 レ ン ジ ン グ の た め の 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト (Fast Ranging IE)を 割 り 当 て
る (ス テ ッ プ １ １ １ ７ )。
【 ０ ０ ９ ５ 】
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　 こ の と き 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 は 、 自 分 が 管 理 す る セ ル 半 径 に よ る 最 大 Ｒ Ｔ Ｄ を 受 容 で き
る よ う に 、 高 速 レ ン ジ ン グ 情 報 エ レ メ ン ト を 割 り 当 て る 代 わ り に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 応
じ て HO-pre-Notificationメ ッ セ ー ジ を 通 じ て 提 供 さ れ た 加 入 者 端 末 機 の Ｅ Ｒ Ｔ Ｄ を 反 映
す る こ と に よ り 、 資 源 効 率 よ く 区 間 を 割 り 当 て る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 し か し な が ら 、 HO-pre-Notificationメ ッ セ ー ジ を 通 じ て 通 報 さ れ た 加 入 者 端 末 機 の ハ
ン ド オ ー バ ー 要 請 を 受 容 で き な け れ ば 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 は 、 臨 時 接 続 識 別 子 (す な わ ち
、 Ｔ _Ｃ Ｉ Ｄ )を ０ × ０ ０ ０ ０ に 設 定 し た 後 に (ス テ ッ プ １ １ ０ ５ )、 そ の Ｔ _Ｃ Ｉ Ｄ 情 報 を
含 む HO-pre-Notification． Responseメ ッ セ ー ジ を 伝 送 す る こ と に よ り (ス テ ッ プ １ １ ０ ７
)、 ハ ン ド オ ー バ ー 要 請 を 拒 否 す る 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 詳 細 に つ い て 具 体 的 な 実 施 形 態 に 基 づ い て 説 明 し て き た が 、 本 発 明 の 範
囲 を 逸 脱 し な い 限 り 、 各 種 の 変 形 が 可 能 な の は 明 ら か で あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 範 囲 は 、
上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 の 記 載 及 び 該 記 載 と 同 等 な も の
に よ り 定 め ら れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ ８ 】
【 図 １ 】 ハ ン ド オ ー バ ー を 支 援 す る 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム の 構 造 を 概 略 的 に 示 し た 図 で
あ る 。
【 図 ２ 】 時 分 割 二 重 化 直 交 周 波 数 分 割 多 重 接 続 (Ｔ Ｄ Ｄ  Ｏ Ｆ Ｄ Ｍ Ａ )方 式 を 用 い る 広 帯 域
無 線 通 信 シ ス テ ム の フ レ ー ム 構 造 を 時 間 -周 波 数 領 域 上 に 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 広 帯 域 無 線 通 信 シ ス テ ム に お い て 、 加 入 者 端 末 機 の 位 置 に よ る 往 復 時 間 遅 延 を 補
償 す る た め の 初 期 レ ン ジ ン グ 手 順 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 Ｉ Ｅ Ｅ Ｅ  802． 16a通 信 シ ス テ ム 規 格 に よ る 加 入 者 端 末 機 の 初 期 ネ ッ ト ワ ー ク 進
入 及 び ハ ン ド オ ー バ ー 手 順 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 加 入 者 端 末 機 の 移 動 に 応 じ て 発 生 す る ハ ン ド オ ー バ ー 状 況 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に よ る 高 速 レ ン ジ ン グ に 応 じ る 能 動 的 ス キ ャ ン ハ ン ド オ
ー バ ー 手 順 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に よ る 高 速 レ ン ジ ン グ に 応 じ る 受 動 的 ス キ ャ ン ハ ン ド オ
ー バ ー 手 順 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 加 入 者 端 末 機 装 置 の 送 受 信 機 構 造 を 示 し た ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る ハ ン ド オ ー バ ー 遂 行 に お い て 、 加 入 者 端 末 機 の 動 作 手 順
を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る ハ ン ド オ ー バ ー 遂 行 に お い て 、 サ ー ビ ン グ 基 地 局 の 動
作 手 順 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る ハ ン ド オ ー バ ー 遂 行 に お い て 、 タ ー ゲ ッ ト 基 地 局 の 動
作 手 順 を 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ９ 】
５ １ ０ 　 　 　 Ｍ Ｓ Ｓ ＃ １
５ ２ ０ 　 　 　 Ｂ Ｓ ＃ １
５ ３ ０ 　 　 　 Ｂ Ｓ ＃ ２
８ １ ０ 　 　 　 受 信 機
８ ２ ０ 　 　 　 Ｍ Ａ Ｃ 処 理 器
８ ３ ０ 　 　 　 送 信 機
８ ４ ０ 　 　 　 Ｄ Ｆ Ｐ 処 理 モ ジ ュ ー ル (DFP Processing Module:Ｄ Ｐ Ｍ )
８ ５ ０ 　 　 　 タ イ ミ ン グ 生 成 モ ジ ュ ー ル (Timing Generation Module:Ｔ Ｇ Ｍ )
８ ６ ０ 　 　 　 Ｄ Ｔ Ｐ Ａ 演 算 モ ジ ュ ー ル (DTPA Calculation Module)
８ ７ ０ 　 　 　 高 速 フ ー リ エ 変 換 (Fast Fourier Transform:Ｆ Ｆ Ｔ )器
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８ ８ ０ 　 　 　 復 調 及 び 復 号 器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
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